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お
う
み
映
像
ラ
ボ

　

お
う
み
映
像
ラ
ボ
は
滋
賀
県
内

の
伝
統
行
事
や
生
活
記
録
が
収
め

ら
れ
た
映
像
を
上
映
、
発
信
し
て

い
く
団
体
で
す
。

　

滋
賀
を
題
材
に
し
た
「
記
録
映

像
」
の
情
報
を
収
集
し
、
滋
賀
県

各
地
で
「
情
報
収
集
・
情
報
発
信
、

見
聞
会
・
遠
足
、
上
映
会
」
を
行

う
こ
と
で
、
古
来
よ
り
引
き
継
が

れ
て
き
た
滋
賀
の
美
意
識
や
技
術

や
知
恵
、
地
域
性
・
共
同
体
の
あ

り
方
に
つ
い
て
再
認
識
す
る
、
世

代
を
超
え
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
場

を
創
出
し
て
い
き
ま
す
。

〈
ラ
ボ
会　

見
聞
会
〉

　

情
報
収
集
し
た
映
像
を
持
ち
寄

り
、
視
聴
し
、
見
聞
を
広
め
る
公

開
型
の
例
会
で
す
。
初
見
の
映
像

を
み
な
が
ら
情
報
交
換
を
す
る
こ

と
が
目
的
で
す
。

〈
遠
足
〉

　

映
像
の
撮
影
地
を
訪
れ
、
そ
の

地
で
映
像
を
視
聴
し
、
地
域

地
域
の
方
々
・
映
像
製
作
者
・
地

域
文
化
と
出
会
う
企
画
で
す
。

〈
上
映
会
〉

参
加
者
を
募
り
、映
像
を
上
映
し
、

そ
の
映
像
に
つ
い
て
語
り
合
う
上

映
会
で
す
。

〈
メ
ン
バ
ー
〉

長
岡
野
亜

大
原
歩

大
藤
寛
子

藤
野
ひ
ろ
美　

平
成
26
年
度
滋
賀
県
「
美
の
滋
賀
」

地
域
づ
く
り
モ
デ
ル
事
業

CO
N
TEN
TS

平
成
26
年
度　

お
う
み
映
像
ラ
ボ　

活
動
報
告

　

３
．
―　

ラ
ボ
会
・
見
聞
会　

vol.01

　

４
．
―　

ラ
ボ
会
・
見
聞
会　

vol.02

　

５
．
―　

ラ
ボ
会
・
見
聞
会　

vol.03
　

12
．
―　

遠
足 vol.01

　
　
　
　
　
　

 

〜
映
画
『
ワ
キ
ノ
タ
ン
』
の
撮
影
地
・
高
島
市
朽
木
針
畑
を
訪
ね
て
〜

　

14
．
―　

上
映
会vol.01

             　
　
　
　

 「『
結
い
魂
（
ゆ
い
ご
ん
）』
上
映
会
と
お
話
会
〜
い
き
い
き
す
る
瞬
間
〜
」

　

16
．
―　

上
映
会vol.01

―　

お
話
会
記
録
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【
ラ
ボ
会
・
見
聞
会 vol.01

】
『
か
ゐ
こ
や
し
な
ひ
草
』

２
０
０
８
年
制
作
／
55
分

監
督
：
冨
田
知
子
／
出
演
：
山

崎
栖
野
他
／
撮
影
・
編
集
：
冨

田
知
子
／
音
楽
：M

ckennitt 
& Q
uinlan Road

　　
「
琵
琶
湖
の
南
東
、
甲
賀
油

日
で
山
崎
敬
さ
ん
、
栖
野(

す

み
の)
さ
ん
一
家
が
４
町
余
の

広
大
な
土
地
で
百
姓
を
営
ん
で

い
る
。
奥
さ
ん
の
栖
野
さ
ん
は

12
歳
の
こ
ろ
、
草
も
生
え
て
い

な
い
荒
野
だ
っ
た
こ
の
地
に
入

植
家
族
の
一
員
と
し
て
住
む
よ

う
に
な
り
、
以
後
波
乱
に
充
ち

た
人
生
を
送
っ
て
い
る
。
私

は
、
そ
ん
な
栖
野
さ
ん
の
人
生

を
辿
る
べ
く
、
昨
秋
か
ら
度
々

山
崎
家
を
訪
れ
て
い
る
。
そ
し

て
長
年
続
け
て
き
た
養
蚕
が
今

年
も
行
わ
れ
た
。
６
月
15
日
か

ら
１
ヶ
月
半
・
・
・
私
は
蚕
の

一
生
を
夢
中
で
追
っ
た
。」

―
チ
ラ
シ
よ
り
抜
粋

―
チ
ラ
シ
よ
り
抜
粋

日　
　
　

２
０
１
４
年
７
月
13
日
（
日
）

会　

場　

成
安
造
形
大
学　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
大
津
市
）

　
　
　
　

２
作
品
上
映

ゲ
ス
ト　

冨
田
知
子
さ
ん

協　

力　

冨
田
知
子
さ
ん
、
地
蔵
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

『
仰
木
映
像
絵
巻
』

２
０
０
８
年
制
作
／
15
分

編
集
：
地
蔵
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　　

滋
賀
県
大
津
市
仰
木
地
区
に

て
昭
和
40
〜
60
年
代
の
暮
ら
し

の
中
で
撮
影
さ
れ
た
８
ミ
リ
映

像
を
編
集
し
ま
と
め
た
映
像
。

田
植
え
や
稲
刈
り
の
風
景
な
ど

が
映
し
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

２
０
０
０
年
か
ら
仰
木
地
区

で
活
動
す
る
「
地
蔵
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
の
地
域
で
の
聞
き
取

り
調
査
か
ら
発
見
さ
れ
、
仰

木
地
区
の
「
小
椋
神
社
鎮
座

１
１
５
０
年
記
念
」
と
し
て
編

集
・
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

映像上映会では、上映される映画や地域にまつわる食を用意。
味覚・視覚・聴覚で体感する場に。
仰木の金柑の甘煮、かりんとう、チョコレート。
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【
ラ
ボ
会
・
見
聞
会 vol.02

】
『
梵
鐘
づ
く
り

　
滋
賀
県
・
五
個
荘
町
』

１
９
９
７
年
制
作
／
72
分

制
作
：
国
立
民
族
学
博
物
館

監
修
：
近
藤
雅
樹

協
力
：
吉
田
晶
子

　

滋
賀
県
東
近
江
市
に
残
る
鋳

造
所
の
ひ
と
つ
で
、
３
０
０
年

の
伝
統
を
持
つ
「
西
澤
梵
鐘
鋳

造
所
」（
五
個
荘
三
俣
町
）
で

の
鋳
造
作
業
の
記
録
映
像
。
国

立
民
族
学
博
物
館
が
１
９
９
５

（
平
成
７
）
年
５
月
９
日
か
ら

７
月
５
日
の
約
２
ヶ
月
間
に
わ

た
り
、
大
型
青
銅
製
品
で
あ
る

梵
鐘
を
鋳
造
す
る
全
工
程
を
詳

細
に
撮
影
し
た
学
術
映
像
記
録

で
す
。
み
ん
ぱ
く
映
像
民
族
誌

第
12
集
に
収
録
さ
れ
て
い
ま

す
。「
鐘
の
製
作
工
程
を
通
し

て
、
日
本
の
伝
統
的
な
鋳
造
技

術
や
鋳
物
師
と
よ
ば
れ
た
職
人

の
仕
事
の
実
態
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
。」
―
作
品
解
説
よ
り
抜
粋

『
金
壽
堂 

梵
鐘
づ
く
り+

梵
鐘
風
鈴
イ
メ
ー
ジ
PV
』

２
０
１
４
年
制
作
／
20
分

制
作
：
株
式
会
社
金
壽
堂

監
修
：
長
岡
野
亜

撮
影
・
編
集
：

株
式
会
社Prism

　

滋
賀
県
東
近
江
市
長
村
の
梵

鐘
の
鋳
造
を
し
て
い
る
株
式
会

社
「
金
壽
堂
」
で
、
今
年
か
ら

取
り
組
み
始
め
た
鐘
風
鈴
の
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
ビ
デ
オ
（PV

）

と
、梵
鐘
づ
く
り
の
記
録
映
像
。

　

見
聞
会
で
は
、
ゲ
ス
ト
と
し

て
「
金
壽
堂
」
の
中
川
豊
一
さ

ん
を
お
招
き
し
、
鐘
の
音
を
聞

き
比
べ
な
が
ら
音
の
広
が
り
と

素
材
の
違
い
や
、
梵
鐘
づ
く
り

の
技
術
を
今
後
も
続
け
て
い
く

た
め
に
今
年
取
り
組
み
始
め
た

事
業
に
つ
い
て
お
話
い
た
だ
き

ま
し
た
。

日　
　
　

２
０
１
４
年
９
月
23
日
（
火
・
祝
）

会　

場　

成
安
造
形
大
学　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
大
津
市
）

　
　
　
　

２
作
品
上
映

ゲ
ス
ト　

中
川
豊
一
さ
ん
（
株
式
会
社
金
壽
堂
）

「音を目で伝えたい」
「鐘の音が持つ力をライブ感で伝えたい」
中川さんのことばに、
伝統技術が動き出す時を目にした気がします。
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【
ラ
ボ
会
・
見
聞
会 vol.03

】

　

高
島
市
内
の
手
し
ご
と
作
家
さ
ん
の
工

房
や
住
ま
い
を
巡
る
「
風
と
土
の
交
藝

in

琵
琶
湖
高
島
２
０
１
４
」
の
中
の
「
風

と
土
の
交
座
」
と
い
う
取
り
組
み
で
ラ
ボ

会
・
見
聞
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

会
場
は
北
国
海
道
の
琵
琶
湖
畔
、
近
江

今
津
に
て
も
と
料
理
旅
館
の
『
福
田
屋
』。

道
沿
い
の
建
物
は
江
戸
時
代
に
、
琵
琶
湖

に
近
い
奥
の
建
物
は
昭
和
13
年
に
建
て
ら

れ
た
も
の
。
高
島
市
内
の
新
旭
水
鳥
観
察

セ
ン
タ
ー
や
カ
フ
ェ
ラ
ッ
ク
を
経
営
す
る

（
株
）
モ
ア
イ
が
、
２
０
１
３
年
夏
か
ら

福
田
屋
を
修
復
し
、
再
び
現
代
の
旅
籠
と

し
て
蘇
ら
せ
る「
福
田
屋
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

が
動
い
て
お
り
、
そ
の
改
修
途
中
の
建
物

が
会
場
と
な
り
ま
し
た
。
上
映
作
品
は
、

高
島
市
教
育
委
員
会
が
所
蔵
し
、「
高
島

市
デ
ジ
タ
ル
博
物
館
」
と
し
て
公
開
し
て

い
る
記
録
映
像
な
ど
20
本
。
天
候
が
み
ぞ

れ
、
吹
雪
、
快
晴
、
暴
風
、
大
雨
な
ど
コ

ロ
コ
ロ
と
変
わ
る
中
、福
田
屋
の
中
で
は
、

コ
タ
ツ
で
ゆ
っ
く
り
生
姜
湯
な
ど
を
飲
み

つ
つ
、
祭
礼
映
像
を
見
な
が
ら
み
な
さ
ん

と
懐
か
し
い
思
い
出
を
た
ど
る
時
間
が
生

ま
れ
ま
し
た
。　

　

日　
　
　

２
０
１
４
年
12
月
６
日
（
土
）

会　

場　

福
田
屋
（
滋
賀
県
高
島
市
今
津
町
今
津
76
）

協　

力　

高
島
市
教
育
委
員
会
、
株
式
会
社
モ
ア
イ
、
福
田
屋
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

　
　
　
　

風
と
土
の
交
藝
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

江戸期の改修途中の建物の中で、20 ～ 30年前に滋
賀で制作された伝統行事等の記録映像を上映。
当時の人の思い、今は途絶えてしまった伝統行事等
について再考する面白さを感じました。

風
と
土
の
交
藝in

琵
琶
湖
高
島
２
０
１
４　

風
と
土
の
交
座

お
う
み
映
像
ラ
ボ
・
見
聞
会 

× 

旅
籠
を
蘇
ら
せ
る
・
今
津
北
浜
「
福
田
屋
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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『
び
わ
こ
祭
　
―
琵
琶
湖

祭
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
』

２
０
０
３
年
制
作
／
20
分
01
秒

制
作
：
今
津
町
教
育
委
員
会

　
「
近
江
今
津
ふ
る
さ
と
夏
ま

つ
り
」（
通
称
び
わ
こ
祭
）
の

ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
映
像
。
花
火
大

会
、
大
き
な
櫓
で
高
島
音
頭
を

音
頭
取
り
が
生
唄
で
歌
い
上
げ

る
中
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
浴
衣

姿
で
総
踊
り
。
ま
た
、
会
場
に

灯
篭
が
と
も
さ
れ
て
い
る
様
子

が
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
総
踊

り
の
輪
の
中
に
、
地
域
の
銀
行

な
ど
会
社
の
プ
ラ
カ
ー
ド
が
あ

る
の
が
地
域
性
を
あ
ら
わ
し
て

い
ま
す
。

0

：00　

花
火
シ
ー
ン

4

：29

盆
踊
り
（
音
頭
取
り
生

唄
・
三
味
線
・
金
）・
灯
篭

『
海
津
力
士
祭
』

２
０
０
４
年
制
作
／
８
分
６
秒

制
作
：
高
島
市
教
育
委
員
会

　

毎
年
４
月
29
日
に
行
わ
れ
る

滋
賀
県
高
島
市
海
津
町
に
あ
る

海
津
天
神
社
の
春
の
例
大
祭
、

通
称
「
力
士
ま
つ
り
」
の
記
録

映
像
。
ふ
ん
ど
し
に
化
粧
ま
わ

し
を
着
け
た
若
者
に
担
が
れ
た

御
輿
２
基
が
、｢

ヨ
ー
イ
ヤ
サ
ー

ジ
ャ
ー｣

の
掛
け
声
を
響
か
せ

な
が
ら
、
各
町
内
を
ま
わ
る
渡

御
や
、
松
明
を
灯
し
て
「
お
ね

り
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
の
祭

は
、「
海
津
港
が
北
陸
か
ら
京

へ
の
塩
や
米
の
輸
送
基
地
と
し

て
賑
わ
っ
た
約
300
年
前
か
ら
始

ま
っ
た
と
い
わ
れ
、
回
船
問
屋

で
働
く
若
者
た
ち
が
力
士
を
ま

ね
て
化
粧
ま
わ
し
を
着
け
、
美

し
さ
を
競
っ
た
の
が
始
ま
り
」

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

参
考
：
滋
賀
県
観
光
情
報

『
古
屋
六
斎
念
仏
踊
』

２
０
０
４
年
制
作
／
22
分
35
秒

制
作
：
朽
木
村
教
育
委
員
会　

　
滋
賀
県
高
島
市
朽
木
古
屋

（
ふ
る
や
）
に
伝
わ
る
六
斎
念

仏
踊
り
の
記
録
映
像
。
滋
賀
県

下
で
も
数
少
な
い
民
俗
芸
能
と

し
て
、
平
成
10
年
に
滋
賀
県
選

択
無
形
民
俗
文
化
財
に
選
定
さ

れ
、
魅
力
的
な
音
色
と
踊
り
が

受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
字
幕

解
説
あ
り
。

00

：00　

家
を
参
る
様
子　

00

：44

先
念
仏　

02

：24

ミ
コ
ノ
マ
イ　

05

：32

ウ
チ
ア
ゲ　

06

：27

ロ
ク
ダ
ン　

09

：50

後
念
仏　

13

：33

古
屋
玉
泉
寺　

14

：00

先
念
仏　

15

：33

オ
ヒ
ヒ
ャ
ル　

19

：35

オ
ヒ
ヒ
ャ
ル

『
弘
川
祭
』

２
０
０
３
年
制
作
／
28
分

制
作
：
今
津
町
教
育
委
員
会

　

毎
年
４
月
29
日
、
滋
賀
県
高

島
市
今
津
町
弘
川
に
あ
る
阿
志

都
弥
神
社
・
行
過
天
満
宮
を
中

心
に
し
て
行
わ
れ
る「
弘
川
祭
」

の
記
録
映
像
。
午
前
は
、
神
饌

物
が
奉
納
さ
れ
、子
ど
も
神
輿
、

お
囃
子
に
合
わ
せ
た
踊
り
が
行

わ
れ
ま
す
。
午
後
は
若
者
達
が

か
つ
ぐ
神
輿
が
中
浜
の
住
吉
神

社
、
南
浜
の
大
水
別
神
社
へ
向

い
、神
事
が
執
り
行
わ
れ
た
後
、

阿
志
都
弥
神
社
・
行
過
天
満
宮

ま
で
も
ど
っ
て
き
ま
す
。
神
輿

の
奉
納
が
終
わ
る
と
、
午
前
中

に
奉
納
さ
れ
た
神
饌
物
を
「
く

ろ
ご
ろ
」・「
か
み
し
も
」
と
呼

ば
れ
る
衣
装
を
纏
っ
た「
当
屋
」

の
人
た
ち
が
古
式
に
則
り
神
殿

に
献
上
し
ま
す
。

参
考
：
滋
賀
県
観
光
情
報

【
ラ
ボ
会
・
見
聞
会 vol.03　

上
映
作
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】
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『
川
上
祭
』

２
０
０
３
年
制
作
／
57
分
36
秒

制
作
：
今
津
町
教
育
委
員
会　

　

毎
年
４
月
18
日
、
滋
賀
県
高

島
市
今
津
町
酒
波
（
さ
な
み
）

の
日
置
神
社
（
上
の
宮
）、
北

仰（
き
と
げ
）の
津
野
神
社（
下

の
宮
）、
両
社
の
祭
礼
と
し
て

盛
大
に
行
わ
れ
て
い
る
「
川
上

祭
」
の
記
録
映
像
。
お
囃
子
や

サ
ン
ヤ
レ
踊
り
な
ど
、
古
く
か

ら
の
祭
り
の
様
式
を
現
代
に
伝

え
る
民
俗
資
料
と
し
て
の
評
価

も
高
く
、
昭
和
63
年
に
は
県
の

選
択
無
形
民
俗
文
化
財
に
も
選

ば
れ
る
。
映
像
で
は
、大
幟(

お

お
の
ぼ
り)

と
神
輿
渡
御
、
サ

ン
ヤ
レ
踊
り
の
様
子
や
、
流
鏑

馬
（
や
ぶ
さ
め
）
な
ど
が
行
わ

れ
る
様
子
が
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
で

ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

参
考
：
滋
賀
県
観
光
情
報

　

『
高
島
の
社
寺
と

　
　
　
　
　
教
会
案
内
』

２
０
０
３
年
制
作
／
31
分
55
秒

制
作
：
高
島
町
文
化
協
会
民
具

ク
ラ
ブ

　

滋
賀
県
高
島
市(

旧
高
島

町
）
の
社
寺
と
教
会
に
つ
い
て

紹
介
す
る
記
録
映
像
。
旧
高
島

町
全
域
の
社
寺
・
仏
閣
・
教
会
・

道
端
の
祠
な
ど
を
紹
介
。
白
髭

神
社
、
日
吉
神
社
、
最
勝
寺
、

浄
照
寺
、
分
部
神
社
、
徳
喜
寺
、

三
嶋
待
神
社
、
妙
林
寺
、
キ
リ

ス
ト
教
会
、
勝
安
寺
、
金
光
教

会
、
流
泉
寺
、
圓
光
寺
、
大
善

寺
、
瑞
雪
禅
院
、
日
吉
神
社
な

ど
が
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
付
き
で
解

説
さ
れ
て
い
ま
す
。

『
横
山
の

　
　
オ
シ
ョ
ラ
イ
サ
ン
』

１
９
９
３
年
制
作
／
26
分
10
秒

制
作
：
高
島
町
文
化
協
会
民
具

ク
ラ
ブ

　

滋
賀
県
高
島
市
武
曽
横
山
の

地
域
に
引
き
継
が
れ
る
お
盆
行

事
の
記
録
映
像
。「
高
島
町
歴

史
民
俗
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー　

信
仰

編
（
NO.
４
）」
と
し
て
制
作
さ

れ
ま
し
た
。
天
台
宗
で
あ
る
横

山
大
清
寺
の
檀
家
さ
ん
の
お
盆

行
事
の
様
子
を
、
日
を
追
っ
て

記
録
し
て
い
ま
す
。

　

８
月
７
日
清
墓
、仏
具
磨
き
、

墓
参
り
、
13
日
精
進
料
理
、
オ

シ
ョ
ラ
イ
サ
ン
迎
え
、
お
上
人

さ
ん
参
り
、
オ
シ
ョ
ラ
イ
サ
ン

送
り
、
盆
踊
り
、
施
餓
鬼
供
養
、

ご
詠
歌
な
ど
が
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン

付
き
で
解
説
さ
れ
て
い
ま
す
。

『
野
田
の
神
縄
吊
』

１
９
９
３
年
制
作
／
16
分
46
秒

制
作
：
高
島
町
文
化
協
会
民
具

ク
ラ
ブ

　

滋
賀
県
高
島
市
野
田
地
区
に

あ
る
宇
伎
多
神
社
で
引
き
継
が

れ
る
注
連
縄
づ
く
り
の
神
事
の

映
像
記
録
。
年
の
内
、
穢
れ
の

な
い
村
人
に
よ
っ
て
神
縄
を
つ

く
る
作
業
の
様
子
。
縄
を
神
棚

に
奉
り
、
そ
の
前
で
神
事
を
行

い
、そ
の
後
、町
内
を
縄
を
持
っ

て
列
に
な
り
な
が
ら
各
家
を
巡

り
ま
す
。
ま
た
、
ほ
ら
貝
を
ふ

き
な
が
ら
練
り
歩
き
、
最
後
に

神
社
の
鳥
居
へ
神
縄
を
吊
り
上

げ
る
一
連
の
行
程
が
ま
と
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
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『
亥
の
子(

イ
ネ
コ
）

　
　
　
　
　
　
　
行
事
』

制
作
年
不
明
／
13
分
46
秒

制
作
：
高
島
町
文
化
協
会
民
具

ク
ラ
ブ

　

滋
賀
県
高
島
市
宮
野
地
区
に

引
き
継
が
れ
て
い
る
亥
の
子
行

事
の
記
録
映
像
。
毎
年
11
月
は

じ
め
の
亥
の
日
に
宮
野
地
区
の

白
山
神
社
や
各
家
の
玄
関
前
で

小
学
生
が
唄
を
唱
え
な
が
ら
ズ

イ
キ
を
巻
い
た
藁
包
で
地
面
を

ボ
ン
ボ
ン
と
叩
き
巡
る
行
事
。

農
神
（
地
霊
）
を
鎮
め
ま
つ
る

行
事
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
い
の
こ
ろ
、
祝
い
ま
し
ょ
う
か
な
。

い
の
こ
ろ
、
ぼ
た
も
ち
、
ね
い
わ
い

な
、た
へ
い
こ
ー
い
こ
ん
こ
ら
こ
い
、

じ
ゅ
う
や
の
ば
ん
に
、
じ
ゅ
う
ば
こ

ひ
ろ
げ
て
、
あ
け
て
み
た
れ
ば
ほ
こ

ほ
こ
ま
ん
じ
ゅ
う
、
た
ぬ
き
の
き
ん

た
ま
、は
っ
ち
ょ
ろ
け
。
イ
ト
さ
ん
、

ボ
ン
さ
ん
、
ね
て
え
か
ぇ
、
お
き
て

か
ぇ
、
新
米
わ
ら
で
祝
い
ま
し
ょ
、

も
ひ
と
つ
祝
っ
て
帰
り
ま
し
ょ
。
お

ま
け
に
、
も
ひ
と
つ
祝
い
ま
し
ょ
。」

参
考
：
映
像
よ
り
文
章
抜
粋

『
北
鴨
の
八
朔
祭
』

１
９
９
４
年
制
作
／
12
分
10
秒

制
作
：
高
島
町
文
化
協
会
民
具

ク
ラ
ブ

　

滋
賀
県
高
島
市
鴨
（
旧
北
鴨

村
）
の
志
呂
志
神
社
で
続
い
て

き
た
五
穀
豊
穣
を
祈
る
八
朔
祭

を
復
活
し
た
様
子
を
ま
と
め
た

記
録
映
像
。「
高
島
町
歴
史
民

俗
資
料
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
―
民
俗

信
仰
編
（
NO.
６)

」
と
し
て
制

作
さ
れ
ま
し
た
。
旧
暦
８
月
１

日
「
田
の
実
（
た
の
み
）
の
節

句
」
と
し
て
、
９
月
１
日
午
後

７
時
、
祭
礼
の
準
備
。
午
後
７

時
半
祝
詞
・
神
事
。
午
後
８

時
、
拝
殿
に
て
直
来
（
な
お
ら

い
）
が
行
わ
れ
ま
す
。
第
一
献

（
カ
ワ
ラ
ケ
・
じ
ゃ
こ
）、
第
二

献
青
竹
の
盃
・（
ニ
シ
ン
・
唐

辛
子
の
煮
物
、
柿
の
葉
に
の
せ

て
）、
第
三
献
（
ウ
リ
）
が
詳

し
く
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

『
ブ
マ
屋
』

１
９
９
３
年
制
作
／
14
分
36
秒

制
作
：
高
島
町
文
化
協
会
民
具

ク
ラ
ブ

　　

滋
賀
県
高
島
市（
旧
高
島
町
）

で
行
わ
れ
て
い
る
建
造
物
を
そ

の
ま
ま
の
形
で
移
動
さ
せ
る

「
ブ
マ
ヤ
」
の
映
像
記
録
。「
高

島
町
歴
史
民
俗
資
料
ラ
イ
ブ
ラ

リ
ー
（
NO.
２)

」
と
し
て
制
作

さ
れ
ま
し
た
。
高
島
町
で
は
江

戸
末
期
頃
に
松
井
米
蔵
が
は
じ

め
た
「
ブ
マ
ヤ
」
を
現
在
の
株

式
会
社
松
井
工
業
が
引
き
継
い

で
お
り
、
こ
の
映
像
に
は
新
旧

の
道
具
を
使
い
な
が
ら
、
納
屋

移
動
を
行
う
作
業
の
様
子
が
収

録
さ
れ
て
い
ま
す
。

『
大
溝
祭
』

１
９
９
１
年
制
作
／
８
分
17
秒

制
作
：
高
島
町
文
化
協
会
民
具

ク
ラ
ブ

　　

大
溝
祭
は
、
滋
賀
県
高
島
市

（
旧
高
島
町
）
勝
野
（
大
溝
藩

城
下
町
）
に
鎮
座
す
る
日
吉
神

社
の
例
祭
。
湖
西
地
方
随
一
の

曳
山
祭
と
し
て
滋
賀
県
選
択
無

形
民
俗
文
化
財
に
選
ば
れ
ま
し

た
。
現
在
は
、
５
月
３
月
が
宵

宮
祭
、
４
日
が
本
祭
、
５
日
が

後
宴
祭
と
な
っ
て
お
り
、
映
像

で
は
、
５
月
３
日
宵
宮
、
５
月

４
日
本
祭
り
の
曳
山
の
様
子
が

紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
ラ
ボ
会
・
見
聞
会 vol.03　

上
映
作
品
】
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『
元
旦
祭

　
　
ー
し
い
ら
切
り
ー
』

２
０
０
６
年
制
作
／
55
分
47
秒

制
作
：
高
島
市
教
育
委
員
会
・

朽
木
村
史
編
さ
ん
室

　

滋
賀
県
高
島
市
朽
木
麻
生
の

若
宮
神
社
に
て
正
月
の
元
旦
祭

に
お
い
て
行
わ
れ
る
「
し
い
ら

切
り
」
と
い
う
行
事
の
映
像
記

録
。
大
晦
日
に
コ
モ
（
荒
く
編

ん
だ
ム
シ
ロ
）
に
包
ん
で
仮
屋

の
鴨
居
に
つ
る
し
て
お
い
た

「
シ
イ
ラ
」
と
い
う
海
水
魚
を

作
法
に
の
っ
と
っ
て
切
り
分
け

神
前
に
供
え
る
と
い
う
行
事
。

12
月
25
日
切
り
役
付
け
く
じ
引

き
、
12
月
31
日
元
旦
祭
前
日
準

備
（
シ
イ
ラ
を
コ
モ
で
包
み
鴨

居
に
つ
る
す)

、
１
月
１
日
元

旦
祭
の
様
子
（
天
上
式
・
し
い

ら
切
り
・
三
献
の
儀
）
が
ま
と

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

『
邇
々
杵
（
に
に
ぎ
）
神

社
　
例
大
祭
』

１
９
９
８
年
制
作
／
127
分
45
秒

制
作
：
朽
木
村
教
育
委
員
会　

　

滋
賀
県
高
島
市
朽
木
宮
前
坊

の
邇
々
杵
（
に
に
ぎ
）
神
社　

例
大
祭
の
記
録
映
像
。

　

５
月
９
日
「
幣
挟
み
（
へ
は

さ
み
）」
と
い
う
祭
礼
に
使
用

す
る
御
幣
（
ご
へ
い
）、
神
饌

の
花
び
ら
餅
や
神
輿
に
備
え
る

「
野
老
（
と
こ
ろ
）」
の
準
備
作

業
が
行
わ
れ
、
５
月
10
日
例
祭

行
列
・
神
輿
渡
御
・
御
旅
所
行

事
「
幣
振
り
」・
神
輿
還
御
の

様
子
な
ど
祭
事
の
様
子
は
も
ち

ろ
ん
、
祭
礼
役
員
が
祭
り
解
説

や
、
お
赤
飯
づ
く
り
を
す
る
お

母
さ
ん
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
収

録
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
が
興
味

深
い
で
す
。

※
参
考　

映
像
内
解
説
よ
り

『
高
島
の
自
然
と
四
季
』

１
９
９
４
年
制
作
／
35
分
35
秒

制
作
：
高
島
町
文
化
協
会
民
具

ク
ラ
ブ

協
力
：
朽
木
い
き
も
の
ふ
れ
あ

い
の
里
セ
ン
タ
ー
、
滋
賀
県
立

文
化
館

　

滋
賀
県
高
島
市（
旧
高
島
町
）

の
自
然
と
四
季
に
つ
い
て
詳
し

い
解
説
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
入
る

記
録
映
像
。山
・
峰
・
峠
、滝
・
淵
・

鉢
、
マ
ン
ガ
ン
鉱
山
跡
・
虎
斑

採
掘
跡
、
山
・
里
・
湖
辺
の
植

物
、
動
物
な
ど
の
自
然
や
、
四

季
折
々
の
高
島
市
の
風
景
、
農

や
漁
業
な
ど
の
暮
ら
し
、
年
中

行
事
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

『
高
島
名
所

　
　
　
　
旧
跡
め
ぐ
り
』

１
９
９
１
年
制
作
／
21
分
９
秒

制
作
：
高
島
町
文
化
協
会
民
具

ク
ラ
ブ

　

滋
賀
県
高
島
市（
旧
高
島
町
）

の
歴
史
旧
跡
を
め
ぐ
り
詳
し
い

解
説
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
入
る
記

録
映
像
。
平
成
７
年
度
高
島
町

文
化
祭
参
加
作
品
と
し
て
制
作

さ
れ
た
。
白
髭
神
社
、岩
戸
社
、

鵜
川
四
十
八
体
石
仏
、
乙
女
ケ

池
、
大
溝
城
跡
、
大
溝
藩
分
部

家
跡
、
近
藤
重
蔵
翁
墓
所
、
長

谷
寺
、
音
羽
山
古
墳
、
四
高
桜

の
碑
、鴨
稲
荷
山
古
墳
、（
当
時
）

高
島
町
歴
史
民
俗
資
料
館
、
打

下
の
く
さ
地
蔵
、
永
田
の
ホ
ウ

カ
イ
さ
ん
、
乳
地
蔵
、
勝
野
津

が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
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『
大
溝
藩
主

　
　
分
部（
わ
け
べ
）候
』

１
９
９
３
年
制
作
／
18
分
29
秒

制
作
：
高
島
町
文
化
協
会
民
具

ク
ラ
ブ

協
力
：
三
重
県
河
芸
町
教
育
委

員
会
生
涯
学
習
課
副
参
事
是
次

文
夫
氏
、
円
光
禅
寺
、
高
島
町

歴
史
民
俗
資
料
館　

　

秀
吉
に
仕
え
て
伊
勢
上
野

で
大
名
と
な
っ
た
分
部
家
は
、

関
ヶ
原
役
で
功
を
挙
げ
て
２
万

石
と
な
り
、
二
代
光
信
が
大
坂

の
陣
後
に
近
江
国
大
溝
に
移
さ

れ
た
後
、
廃
藩
置
県
ま
で
大
溝

藩
主
と
し
て
統
治
し
た
。
こ
の

映
像
は
、
分
部
光
信
に
よ
り
築

城
さ
れ
た
大
溝
城
や
整
備
さ
れ

た
城
下
町
や
町
名
な
ど
、
今
に

残
る
代
々
の
分
部
家
の
歴
史
・

史
跡
を
め
ぐ
り
な
が
ら
、
ナ

レ
ー
シ
ョ
ン
付
き
で
解
説
し
て

い
ま
す
。

『
高
島
町
古
墳
め
ぐ
り
』

１
９
９
４
年
制
作
／
17
分
50
秒

制
作
：
高
島
町
文
化
協
会
民
具

ク
ラ
ブ

　

い
に
し
え
の
北
国
海
道
が
通

る
高
島
町
の
古
墳
め
ぐ
り
映

像
。「
高
島
町
歴
史
民
俗
資
料

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー　

―
遺
跡
編

（
NO.
３)

」
と
し
て
制
作
さ
れ
ま

し
た
。
鴨
稲
荷
山
古
墳
、
天
王

橋
、継
体
天
皇
の
胞
衣
（
え
な
）

塚
、彦
主
人
王
陵
墓
参
考
地（
王

塚
）、
セ
モ
タ
レ
イ
シ
（
三
尾

神
社
跡
）、
三
重
生
神
社
、
坂

畑
古
墳
、
白
鬚
神
社
古
墳
群
、

四
十
八
体
古
墳
群
、
音
羽
古
墳

群
に
つ
い
て
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
・

字
幕
付
き
で
解
説
し
て
い
ま

す
。

『
西
近
江
七
福
神
め
ぐ

り
』

１
９
９
５
年
制
作
／
15
分
53
秒

制
作
：
高
島
町
文
化
協
会
民
具

ク
ラ
ブ

協
力
：
西
近
江
七
福
神
奉
安
会
・

玉
泉
寺
・
行
過
天
満
宮
・
正
傳

寺
・
西
江
禅
寺
・
白
髭
神
社
・

大
崎
寺
・
川
裾
宮
唐
崎
神
社
・

高
島
町
歴
史
民
俗
資
料
館　

　　

滋
賀
県
高
島
市
に
ま
つ
ら
れ

る
七
福
神
を
紹
介
す
る
映
像
。

〈
布
袋
尊
〉
玉
泉
寺(

安
曇
川

町
）、〈
福
緑
寿
神
〉
行
過
天
満

宮
（
今
津
町
）、〈
大
黒
天
〉
正

傳
寺
（
新
旭
町
）、〈
弁
財
天
〉

西
江
禅
寺
（
今
津
町
）、〈
寿
老

神
〉
白
髭
神
社
（
高
島
町
）、〈
毘

沙
門
天
〉
大
崎
寺
（
海
津
町
）、

〈
恵
比
寿
神
〉
川
裾
宮
唐
崎
神

社
（
マ
キ
ノ
町
）
の
七
福
神
を

紹
介
。

『
ふ
る
さ
と
に
残
る

　
　
　
　
　
　
揚
水
機
』

１
９
９
５
年
制
作
／
10
分
36
秒

制
作
：
高
島
町
文
化
協
会
民
具

ク
ラ
ブ

　　

用
水
路
や
川
か
ら
田
へ
水
を

運
ぶ
揚
水
機
の
紹
介
映
像
。
高

島
町
文
化
祭
で
展
示
さ
れ
た
各

水
車
の
映
像
を
記
録
。
竜
骨
車

（
り
ゅ
う
こ
つ
し
ゃ
）、
竜
尾
車

（
り
ゅ
う
び
し
ゃ
）
通
称
さ
ざ

え
・
た
に
し
、
水
車
（
み
ず
ぐ

る
ま
）
踏
車
、
竜
吐
水
（
り
ゅ

う
ど
す
い
）、
竜
尾
車
模
型
。

実
際
に
動
か
し
て
水
を
揚
げ
る

動
作
や
水
の
流
れ
る
様
子
が
わ

か
る
貴
重
な
映
像
。

【
ラ
ボ
会
・
見
聞
会 vol.03　

上
映
作
品
】
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日　
　
　

２
０
１
４
年
11
月
８
日
（
土
）

会　

場　

針
畑
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
滋
賀
県
高
島
市
朽
木
中
牧509

）

ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー

西
川
明
夫
さ
ん　

（
針
畑
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
副
組
合
長
）

中
根
勇
雄
さ
ん　

（
針
畑
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
組
合
長
・

京
都
大
学
芦
生
研
究
林[

芦
生
の
森]

京
大

認
定
ガ
イ
ド
）

上
映
作
品

『
ワ
キ
ノ
タ
ン
』　

123
分

製
作
期
間
２
０
０
０
年
〜
２
０
１
３
年 

企　

画　

針
畑
生
活
資
料
研
究
会　
　
　
　

　
監　

督　

丸
谷　

彰　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

09

：00　

JR

堅
田
駅
集
合
（
バ
ス
に
て
送

　
　
　
　

 

迎
）
挨
拶
・
ガ
イ
ダ
ン
ス

10

：15     

朽
木
針
畑
・
針
畑
ル
ネ
ッ
サ
ン

　
　
　
　

 

ス
セ
ン
タ
ー
到
着　

10

：30　

映
画　

上
映
『
ワ
キ
ノ
タ
ン
』

13

：00　

昼
食
、
大
宮
神
社
見
学　

　
　
　

    （
針
畑
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　

の
地
産
地
消
の
お
弁
当
）

13

：40　

安
曇
川
源
流
の
地
「
生
杉
」・
ブ

　
　
　
　

 

ナ
の
原
生
林
を
散
策

16

：00　
「
山
と
人
の
博
物
館
」
見
学

　
　
　
　

 

朽
木
の
暮
ら
し
を
知
ろ
う
！
民

                   

具
の
展
示
を
解
説

　
　
　
　

 「
山
帰
来
」
で
お
買
い
物

17

：00　

朽
木
・
針
畑　

発

18

：00　

JR

堅
田
駅
着　

終
了
・
解
散

【
遠
足 vol.01

】 〜
映
画
『
ワ
キ
ノ
タ
ン
』
の
撮
影
地
・
高
島
市
朽
木
針
畑
を
訪
ね
て

　

日
本
海
と
京
都
を
つ
な
ぐ
、｢

鯖
街
道｣

。

　

そ
の
鯖
街
道
沿
い
の
ひ
と
つ
の
集
落
、
滋

賀
県
高
島
市
朽
木
針
畑
を
と
ら
え
た
映
画

『
ワ
キ
ノ
タ
ン
』。
朽
木
針
畑
で
40
年
間
に
渡

り
、
集
落
に
暮
ら
す
人
々
の
生
活
の
中
に
あ

る
『
暮
ら
し
の
知
恵
・
思
い
・
カ
タ
チ
』
を

記
録
映
像
と
し
て
撮
影
し
て
き
た
針
畑
生
活

資
料
研
究
会
（
主
宰
：
丸
谷 

彰
）。　

　

今
回
は
最
新
作
『
ワ
キ
ノ
タ
ン
』
を
撮
影

地
で
あ
る
朽
木
で
上
映
し
、
そ
の
後
朽
木
を

散
策
し
、針
畑
の
山
の
暮
ら
し
に
触
れ
る「
遠

足
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

JR
湖
西
線
『
堅
田
駅
』
か
ら
山
深
い
滋
賀

県
高
島
市
朽
木
針
畑
へ
、
バ
ス
の
中
で
は
滋

賀
・
京
都
・
大
阪
・
奈
良
・
愛
知
か
ら
ご
参

加
い
た
だ
い
た
27
人
の
み
な
さ
ん
と
の
顔
合

わ
せ
時
間
を
す
ご
し
、
朽
木
生
杉
の
針
畑
ル

ネ
ッ
サ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
に
到
着
。　

　

映
画
の
上
映
会
後
は
、
町
づ
く
り
に
取
り

く
む
針
畑
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
の
西
川

明
夫
さ
ん
に
お
話
を
聞
き
な
が
ら
地
元
の
大

宮
神
社
に
て
特
産
の
お
弁
当
を
楽
し
み
、
映

画
を
振
り
返
り
。　

　

午
後
は
、
京
都
大
学
演
習
林
に
勤
務
し
、

朽
木
の
生
態
系
に
詳
し
い
中
根
勇
雄
氏
の
ナ

ビ
ゲ
ー
ト
で
安
曇
川
の
源
流
地
で
あ
る
「
ブ

ナ
の
原
生
林
」
ま
で
散
策
し
ま
し
た
。
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朽
木
針
畑
の
生
活
記
録
８

『
ワ
キ
ノ
タ
ン
』

２
０
１
３
年
制
作
／
123
分

企
画　

針
畑
生
活
資
料
研
究
会

監
督　

丸
谷　

彰

製
作
期
間　

２
０
０
０
年
〜
２
０
１
３
年

一
篇「
森
と
水
」／
森
の
生
命
を
包
み
込
む

木
々
と
水

二
篇「
谷
の
恵
み
」／
村
の
暮
ら
し
を
さ
さ

え
た
家
族
と
谷
の
か
か
わ
り

三
篇「
ト
マ
ば
あ
と
ス
カ
リ
」／
里
の
暮
ら

し
の
食
と
伝
承
の
力

四
篇「
つ
な
が
り
」／
草
も
木
も
虫
も
、つ

な
ぐ
祈
り　

　

滋
賀
県
高
島
市
朽
木
の
生
活
記
録
を
収

録
し
た
記
録
映
像
。
監
督
の
丸
谷
彰
氏
が

主
宰
す
る
「
針
畑
生
活
資
料
研
究
会
」
は

１
９
７
４
年
か
ら
針
畑
を
訪
ね
、
地
域
の

方
々
と
の
交
流
を
重
ね
な
が
ら
記
録
を
続

け
て
い
ま
す
。「『
ワ
キ
ノ
タ
ン
』
は
、
前

作
『
ハ
ル
と
の
の
』
以
降
、
根
木
峠
の
井

戸
の
調
査
か
ら
は
じ
ま
り
、
タ
ン
（
谷
）

の
恵
み
を
受
け
な
が
ら
、
気
・
体
・
知
の

記
憶
を
大
切
に
伝
え
て
い
る
針
畑
郷
の
心

に
魅
せ
ら
れ
た
10
年
の
記
録
で
す
。」

（「
ワ
キ
ノ
タ
ン
通
信
」
よ
り
）
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【
上
映
会 vol.01

】

「『
結
い
魂
（
ゆ
い
ご
ん
）』
上
映
会
と
お
話
会　

〜
い
き
い
き
す
る
瞬
間
（
と
き
）
〜
」

 

参
加
者
を
募
り
、
１
本
の
映
画
を
上
映
し
、

映
画
に
つ
い
て
制
作
者
と
語
り
あ
う
上
映
会
。

　

今
年
度
は
、
大
津
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル
に

て
、
お
う
み
映
像
ラ
ボ
代
表
で
あ
り
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
映
画
監
督
の
長
岡
野
亜
が
近
江
八
幡

市
の
地
域
住
民
と
共
に
制
作
し
、
地
域
の
お
年

寄
り
を
テ
ー
マ
に
し
た
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映

画
『
結
い
魂
』
を
上
映
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ゲ
ス
ト
と
し
て
、
介
護
、
障

が
い
、
記
憶
、
高
齢
者
と
い
っ
た
キ
ー

ワ
ー
ド
で
多
様
な
人
を
対
象
に
身
体
を

通
し
て
の
表
現
活
動
を
企
画
・
実
施
さ
れ

て
い
る
、
ダ
ン
ス
&
ピ
ー
プ
ル
代
表
の
五

島
智
子
氏
を
お
迎
え
し
、
映
画
上
映
後
に

は
長
岡
と
の
対
談
を
行
な
い
ま
し
た
。

　

映
画
の
内
容
が
、
六
話
か
ら
な
る
近
江

八
幡
の
さ
ま
ざ
ま
な
高
齢
者
の
思
い
を

描
く
物
語
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
人
公
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
に
興
味
が
あ
る
多
様
な
県
民

の
参
加
が
み
ら
れ
ま
し
た
。
例
え
ば
、
戦

地
で
子
ど
も
を
亡
く
し
た
女
性
が
、
子
ど

も
を
失
っ
た
中
国
を
再
訪
し
思
い
を
語

る
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
新
聞
折
込
チ
ラ
シ
で

見
つ
け
た
県
内
の
高
齢
者
女
性
は
、
戦
地

で
同
じ
よ
う
な
境
遇
を
体
験
し
た
の
で
、

ぜ
ひ
こ
の
映
画
を
見
に
行
き
た
い
と
家

族
で
参
加
さ
れ
、
当
日
、
会
場
で
戦
争
体

験
の
思
い
を
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

住
民
自
身
が
映
画
制
作
に
か
か
わ
る

こ
と
に
よ
っ
て
自
分
自
身
を
、
自
ら
の
地

域
を
見
直
し
、「
そ
の
場
で
生
き
る
価
値

を
再
発
見
し
生
き
様
を
発
信
」
し
て
い

く
『
結
い
魂
』
の
作
品
を
中
心
に
お
い
て
、

住
民
自
身
が
想
い
を
表
現
す
る
意
義
に

つ
い
て
語
り
合
う
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

日　
　
　

２
０
１
５
年
２
月
14
日
（
土
）

会　

場　

大
津
市
民
会
館　

小
ホ
ー
ル

　
　
　
　
（
滋
賀
県
大
津
市
島
の
関
14
ー
１
）

講　

演　
五
島
智
子
さ
ん（
ダ
ン
ス
&
ピ
ー
プ
ル
主
宰
）

長
岡
野
亜

（
映
画
『
結
い
魂
』
監
督
・
お
う
み
映
像
代
表
）

上
映
作
品　

市
民
制
作
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

『
結
い
魂
（
ゆ
い
ご
ん
）』
117
分

製
作
期
間
２
０
０
８
年
〜
２
０
１
１
年

企
画
・
監
修　

原
一
男

（
映
画
監
督
／
大
阪
芸
術
大
学
教
授
）

監
督　

長
岡 

野
亜　
（
映
像
作
家
）　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

12

：15　

受
付
開
始
・
開
場　

12

：30　

上
映
開
始

14

：30　

上
映
終
了
・ 

休
憩

14

：40　

お
話
会　

開
始　

15

：10　

お
話
会　

終
了
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市
民
制
作
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

『
結
い
魂
（
ゆ
い
ご
ん
』

２
０
１
１
年
制
作
／
117
分

企
画
・
監
修　

原
一
男

（
映
画
監
督
／
大
阪
芸
術
大
学
教
授
）

監
督　

長
岡 

野
亜　
（
映
像
作
家
）　

製
作
期
間
２
０
０
８
年
〜
２
０
１
１
年

１
話「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
。ご
み
ニ
モ
マ
ケ
ズ

２
話「
長
光
寺
の
お
豆
さ
ん
」

３
話「
遅
咲
き
、乱
れ
咲
き
、こ
ぼ
れ
咲
き

―
は
る
え
の
青
春
」

４
話「
人
生
甘
辛
く
…
オ
ヤ
ジ
の
料
理
道

場
」

５
話「
琵
琶
湖
と
、オ
ヤ
ジ
と
、思
い
出
の

ス
キ
ヤ
キ
」

６
話「
ご
め
ん
ね
、あ
っ
ち
ゃ
ん
」

市
民
制
作
ス
タ
ッ
フ
た
ち
が
集
い
、
プ
ロ

の
映
画
監
督
の
指
導
の
も
と
、
映
画
づ
く

り
の
現
場
を
五
感
で
経
験
す
る
こ
と
で

「
映
像
の
チ
カ
ラ
」
の
引
き
出
し
方
を
学

び
と
り
、
映
像
で
地
域
の
魅
力
を
発
掘
・

表
現
・
発
信
し
て
い
け
る
人
材
が
育
つ
こ

と
を
目
標
に
、
２
０
０
８
年
に
発
足
し
た

「YUI-GO
N

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
よ
っ
て

こ
の
映
画
は
制
作
さ
れ
た
。
一
人
ひ
と
り

の
お
年
寄
り
を
題
材
に
し
た
、
次
世
代
に

伝
え
た
い
、
６
話
の
オ
ム
ニ
バ
ス
・
メ
ッ

セ
ー
ジ
集
。

「私の遺言は、もちろん身内の健康と幸せを願うとともに、
やっぱり絶対に戦争のない日本にしてほしいと、
ただそれだけを祈っております。」
―参加者さんの言葉より
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映
画
『
結
い
魂
』
の
上
映
と
と
も
に
、
お

話
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ゲ
ス
ト
はDance&

People

の
五
島
智

子
さ
ん
。
介
護
、
障
が
い
、
記
憶
と
い
っ
た

キ
ー
ワ
ー
ド
で
多
様
な
人
を
対
象
に
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
企
画
・
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

シ
ニ
ア
対
象
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
『
大
山
崎
と
わ

た
し
』で
の
経
験
を
も
と
に
、映
画『
結
い
魂
』

の
監
督
で
、
お
う
み
映
像
ラ
ボ
代
表
で
も
あ

る
、
長
岡
野
亜
と
お
話
し
て
頂
き
ま
し
た
。

Dance&People

の
五
島
智
子
さ
ん

企
画
『
大
山
崎
と
わ
た
し
』
の

作
り
方

▪
ど
こ
で　
　

京
都
・
大
山
崎
町

▪
参
加
者　
　

60
才
以
上
の
地
域
の
方（
サ

ポ
ー
タ
ー
・
地
域
外
の
20
〜
50
代
の
方
６

名
）

▪
だ
れ
と　

ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
・
細
見
佳
代

(

演
出
家)

と
山
田
珠
実(

振
付
家)

、撮
影
・

草
本
利
枝（
写
真
）、佐
々
木
し
ゅ
う（
映
像
）

▪
内
容
「
大
山
崎
で
の
あ
な
た
の
思
い
出

を
写
真
や
映
像
に
残
し
ま
せ
ん
か
？
」
の

呼
び
か
け
で
実
施
。

　

◇
１
日
目
、
同
じ
町
内
だ
け
ど
初
対
面

の
参
加
者
の
約
２
時
間
半
の
企
画
。

い
く
つ
か
の
ワ
ー
ク
を
経
て
、
最
後
に
ペ

ア
８
組
が
レ
ッ
ド
カ
ー
ペ
ッ
ト
の
上
で
発

表
し
、
最
後
に
ペ
ア
で
相
談
し
た
ポ
ー　

ズ
で
記
念
撮
影
。
写
真
は
後
日
贈
呈
。

　

◇
２
日
目
、
５
人
の
方
の
そ
れ
ぞ
れ
の

思
い
出
の
土
地
の
川
、
校
庭
裏
、
神
社
な

ど
へ
レ
ッ
ド
カ
ー
ペ
ッ
ト
を
持
っ
て
行
き
、

自
分
の
思
い
出
を
語
っ
て
も
ら
う
。
映
像

は
後
日
贈
呈
。

▪
制
作
期
間　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
参
加

者
の
撮
影
は
２
日
間
。
打
合
せ
・
情
宣
・

人
集
め
・
下
見
・
撮
影
・
編
集
・
作
曲
等

含
め
、
半
年
く
ら
い
。

　
　
　
　
　

お
う
み
映
像
ラ
ボ
代
表
の
長
岡
野
亜

映
画
『
結
い
魂
』
の
作
り
方

▪
ど
こ
で　

滋
賀
・
近
江
八
幡
市

▪
参
加
者　

市
内
在
住
の
70
才
以
上
の
市

民▪
だ
れ
と　

映
像
づ
く
り
に
興
味
の
あ
る

市
民
、
長
岡
野
亜
（
監
督
）、
原
一
男
（
企

画
・
監
修
）、
地
域
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
集
団

「
ひ
ょ
う
た
ん
か
らKO

-M
A

」（
制
作
）

▪
内
容　

市
民
制
作
ス
タ
ッ
フ
た
ち
が
集

い
、
プ
ロ
の
映
画
監
督
の
指
導
の
も
と
、

映
画
づ
く
り
の
現
場
を
五
感
で
経
験
す
る

こ
と
で
「
映
像
の
チ
カ
ラ
」
の
引
き
出
し

方
を
学
び
と
り
、
映
像
で
地
域
の
魅
力
を

発
掘
・
表
現
・
発
信
し
て
い
け
る
人
材
が

育
つ
こ
と
を
目
標
に
、
２
０
０
８
年
に
発

足
し
た
「YUI-GO

N

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に

よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
。
一
人
ひ
と
り
の
お

年
寄
り
を
題
材
に
し
た
、
次
世
代
に
伝
え

た
い
、
６
話
の
オ
ム
ニ
バ
ス
・
メ
ッ
セ
ー

ジ
集
。
１
話
目
「
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
。
ご
み

ニ
モ
マ
ケ
ズ
」、
２
話
目
「
長
光
寺
の
お
豆

さ
ん
」、
３
話
目
「
遅
咲
き
、
乱
れ
咲
き
、

こ
ぼ
れ
咲
き
―
は
る
え
の
青
春
」、
４
話
目

「
人
生
甘
辛
く
…
オ
ヤ
ジ
の
料
理
道
場
」、

５
話
目
「
琵
琶
湖
と
、
オ
ヤ
ジ
と
、
思
い

出
の
ス
キ
ヤ
キ
」、
６
話
目
「
ご
め
ん
ね
、

あ
っ
ち
ゃ
ん
」

▪
制
作
期
間　

一
年
の
予
定
が
…
三
年
半

で
完
成
（
２
０
０
８
年
〜
２
０
１
１
年
）

日
常
的
な
風
景
の
中
に
作
ら
れ

る
、
特
別
な
時
間

五
島　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

Dance&
People

の
五
島
智
子(

※
１)

と

申
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
私

は
普
段
は
障
が
い
者
の
ヘ
ル
パ
ー
を
し
て
い

ま
す
。
団
体
の
活
動
と
し
て
は
「
介
護
し
て

い
る
人
向
け
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」「
障
が

い
の
あ
る
人
と
な
い
人
と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」「
目
の
見
え
る
人
・
見
え
な
い
人
と
の

活
動
」
な
ど
で
、
シ
ニ
ア
の
人
と
の
活
動
は

七
年
ぐ
ら
い
前
か
ら
で
「
わ
た
し
の
道
」
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
い
う
名
前
で
、
２
０
１
０
年

に
京
都
府
の
大
山
崎
町
で
、「
土
地
の
記
憶
、

身
体
の
記
憶
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
取
り
組
ん

だ
「
大
山
崎
と
わ
た
し
」
と
い
う
企
画
を
少

し
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

同
じ
町
内
だ
け
ど
初
対
面
の
参
加
者
の
約

２
時
間
半
の
企
画
で
し
て
、
ワ
ー
ク
を
経

て
、
最
後
に
ペ
ア
８
組
が
レ
ッ
ド
カ
ー
ペ
ッ

ト
の
上
で｢

カ
ー
ペ
ッ
ト
の
一
番
奥
で
子
供

の
頃
の
遊
び
を
再
現
す
る｣

｢

真
ん
中
辺
り

で
幸
せ
だ
っ
た
こ
と
・
辛
か
っ
た
こ
と
を
語

【
お
話
会
記
録
】

草本利枝 ( 写真）
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る｣
｢

一
番
手
前
で
、
現
在
の
気
持
ち
を
語

る｣
と
い
う
３
つ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
披
露
し
、

最
後
に
記
念
撮
影
し
ま
す
。
２
日
目
に
は
、

五
人
の
方
の
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
出
の
土
地
へ

レ
ッ
ド
カ
ー
ペ
ッ
ト
を
持
っ
て
行
き
、
そ
こ

で
自
分
の
思
い
出
を
語
っ
て
も
ら
い
ま
す
。

ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
が
お
話
を
聞
い
て
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
答
え
る
と
い
う
流
れ
で
す
。
例
え

ば
１
人
の
女
性
は
小
学
校
の
先
生
だ
っ
た
の

で
す
が
、
い
っ
ぱ
い
歌
を
作
っ
た
り
、
音
楽

セ
ラ
ピ
ー
な
ど
を
さ
れ
て
来
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
思
い
出
の
小
学
校
の
校
舎
裏
に
行
っ
て
、

ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
が
お
話
を
聞
い
て
、
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
に
答
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
れ
を

映
像
と
写
真
に
残
し
て
い
ま
す
。

長
岡　

皆
様
、
こ
ん
に
ち
は
。
今
日
は
寒
い

中
を
お
越
し
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
今
、
ご
覧
い
た
だ
い
た
映
画｢

結
い

魂｣

を
作
り
ま
し
た
長
岡
野
亜(

※
２)

で

す
。
こ
れ
は
私
が
１
人
で
作
っ
た
映
画
で
は

な
く
、
滋
賀
県
近
江
八
幡
市
を
舞
台
に
、
出

演
し
て
い
る
人
も
近
江
八
幡
在
住
の
方
で
、

作
り
手
も
市
民
の
方
で
映
像
を
作
っ
た
こ
と

の
な
い
、
で
も
興
味
が
あ
る
と
い
う
方
た
ち

と
一
緒
に
３
年
半
か
け
て
作
り
ま
し
た
。
な

か
な
か
映
画
っ
て
い
う
の
は
時
間
が
か
か
り

ま
す
し
、ま
た
、た
く
さ
ん
の
高
齢
者
の
方
々

が
出
演
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、「
入
院
し
た

か
ら
、
じ
ゃ
あ
ま
た
半
年
後
に
」
と
い
っ
た

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
映
画
の
１
話
目
の
八

幡
堀
を
掃
除
さ
れ
て
い
た
白
井
さ
ん
は
ほ
と

ん
ど
毎
朝
掃
除
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、

３
６
５
日
と
い
う
時
間
を
四
季
と
い
う
映
像

で
表
現
し
た
い
。
冬
や
っ
た
ら
雪
の
シ
ー
ン

が
い
る
な
ぁ
、
今
年
は
雪
が
降
ら
な
か
っ
た

し
撮
れ
な
か
っ
た
な
あ
、
で
は
来
年
！
そ
う

い
う
感
じ
で
１
年
延
び
、
２
年
延
び
、
３
年

経
ち
、「
映
画
、
い
つ
出
来
る
や
ろ
」
と
言

い
つ
つ
、
み
ん
な
で
お
尻
を
た
た
き
合
い
な

が
ら
、
何
と
か
完
成
に
至
り
ま
し
た
。

五
島　

先
ほ
ど
紹
介
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
大
山
崎
と
わ
た
し
」
だ
っ
た
ら
、
２
時
間

半
で
発
表
と
い
う
（
笑
）。
２
日
目
に
思
い

出
の
場
所
に
行
っ
て
語
っ
て
も
ら
う
の
も
、

前
日
に
下
見
は
す
る
ん
で
す
が
、
も
う
そ
こ

で
雨
が
降
っ
て
た
り
し
て
も
、
ぶ
っ
つ
け
本

番
で
、
そ
の
時
・
そ
の
場
で
立
ち
あ
っ
た
人

た
ち
だ
け
が
共
有
す
る
「
ち
い
さ
な
舞
台
空

間
」
に
な
り
ま
す
。
一
回
性
・
ラ
イ
ブ
と
い

う
こ
と
が
ダ
ン
ス
や
演
劇
な
ど
の
舞
台
表
現

の
特
徴
で
す
が
、
何
度
も
見
る
こ
と
が
で
き

る
・
公
開
し
て
い
く
と
い
う
、
映
画
・
映
像

と
の
違
い
も
あ
る
の
か
な
？
と
思
い
ま
す
。

地
域
で
、
地
域
の
方
と

取
り
組
む
こ
と

五
島　

こ
う
い
う
映
画
っ
て
、
完
成
し
た
作

品
を
見
た
ら
、
で
き
た
こ
と
が
当
た
り
前
、

み
た
い
な
感
じ
で
（
笑
）
見
て
し
ま
う
ん
で

す
。
私
も
ど
っ
ち
か
と
い
う
と
、
制
作
や
プ

ロ
デ
ュ
ー
ス
と
い
う
裏
方
で
、｢

ど
の
よ
う

に
お
金
を
集
め
て
く
る
か
、
人
を
集
め
る
か
、

撮
影
場
所
の
許
可
は
ど
う
す
る
か｣

な
ど
担

当
し
ま
す
。
特
に
シ
ニ
ア
の
方
は
信
用
し
た

人
が
言
わ
な
い
限
り
、
チ
ラ
シ
を
見
た
だ
け

で
は
、
ほ
と
ん
ど
の
方
は
来
ら
れ
ま
せ
ん
。

作
品
づ
く
り
に
入
る
ま
で
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

と
参
加
者
に
出
会
っ
て
も
ら
う
ま
で
の
、
そ

の
準
備
が
大
変
と
い
う
の
は
い
つ
も
思
っ
て

い
ま
す
。
こ
う
い
う
映
画
を
作
ろ
う
！
と
始

ま
り
、
３
年
半
か
け
て
作
っ
た
と
い
う
こ
と

を
想
像
す
る
と
、
す
ご
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

近
江
八
幡
に
は
、
ボ
ー
ダ
レ
ス
・
ア
ー
ト

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ムN

O
-M
A(

※
５)

と
い
う
の

が
あ
っ
て
、
私
も
何
回
も
通
っ
て
る
ん
で
す

が
、
こ
の
映
画
も
近
江
八
幡
を
取
り
上
げ
て

い
る
し
、
こ
の
地
域
す
ご
い
！
ど
う
し
て
で

き
た
ん
や
ろ
う
か
？
と
い
う
こ
と
が
、
す
ご

く
興
味
あ
り
ま
す
。

長
岡　
「
映
像
」
と
い
う
の
は
、
い
わ
ゆ
る

画
と
音
と
い
う
情
報
が
入
っ
て
ま
す
。
近
江

八
幡
に｢

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー｣

と

い
う
と
こ
ろ
が
あ
り
、
そ
こ
で
は
パ
ソ
コ
ン

教
室
も
あ
り
ま
し
て
、
地
域
の
人
た
ち
は
映

像
で
地
域
の
こ
と
を
発
信
し
た
り
、
面
白
い

こ
と
や
り
た
い
な
、
と
い
う
思
い
を
持
っ
て

お
ら
れ
ま
し
た
。
私
が
近
江
八
幡
で
『
ほ
ん

が
ら
』(

※
４)

と
い
う
祭
り
を
地
域
の
方

が
復
活
さ
せ
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
を

作
っ
た
ん
で
す
が
そ
の
後
に
、
子
ど
も
映
画

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
や
っ
た
ん
で
す
。
今
の

子
ど
も
は
塾
や
学
校
の
ク
ラ
ブ
が
あ
る
た
め

か
、
最
初
は
３
人
ほ
ど
し
か
集
ま
ら
ず
、
募

集
範
囲
を
小
学
校
高
学
年
・
中
学
生
と
広

げ
る
と
、
子
ど
も
た
ち
が
10
人
ぐ
ら
い
集
ま

り
ま
し
た
。
引
き
こ
も
り
や
不
登
校
で
す
、

と
い
う
子
ど
も
た
ち
が
多
か
っ
た
の
で
す

が
「
ど
ん
な
映
画
を
作
り
た
い
？
何
を
し
た

い
？
」
と
聞
い
た
ら
、
い
ろ
い
ろ
意
見
が
出

て
、
子
ど
も
た
ち
が
シ
ナ
リ
オ
原
案
を
考
え

て
『
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
・
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
』

と
い
う
映
画
が
で
き
ま
し
た
。
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も
し
、
こ
の
時
に
子
ど
も
た
ち
が
た
く
さ
ん

集
ま
っ
て
い
た
ら
翌
年
も
「
じ
ゃ
あ
も
う
一

回
や
ろ
う
か
」
と
な
る
ん
で
す
が
、そ
う
じ
ゃ

な
か
っ
た
の
で｢

今
度
は
シ
ニ
ア
対
象
で

や
っ
て
み
よ
う｣
と
な
り
ま
し
た
。
映
画
監

督
の
原
一
男
さ
ん
と
い
う
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
映
画
と
か
い
ろ
い
ろ
な
映
画
を
40
年
く

ら
い
、
い
ろ
ん
な
映
画
を
作
っ
て
お
ら
れ
て
、

『
ゆ
き
ゆ
き
て
、
神
軍
』
と
い
う
代
表
的
な

映
画
を
撮
ら
れ
た
監
督
が
先
生
と
し
て
関

わ
っ
て
く
だ
さ
っ
て
、
原
監
督
が
、
大
先
輩

の
映
画
監
督
で
あ
る
新
藤
兼
人
さ
ん
の
「
ど

ん
な
人
で
も
、
１
本
の
映
画
の
主
人
公
に
な

れ
る
。
１
人
の
人
間
の
一
生
は
そ
れ
だ
け
の

可
能
性
を
秘
め
て
い
る
」
と
い
う
話
を
し
て

く
れ
ま
し
た
。
こ
の
言
葉
を
ヒ
ン
ト
に
、
有

名
な
人
で
は
な
く
、
す
ご
く
は
ち
ゃ
め
ち
ゃ

な
人
生
で
も
な
い
け
ど
、
長
い
間
生
き
て
こ

ら
れ
た
方
に
「
人
生
ど
う
で
し
た
か
」
と
下

の
世
代
の
人
た
ち
が
話
を
聞
く
こ
と
、
近
江

八
幡
で
生
ま
れ
育
っ
た
り
、
よ
そ
か
ら
越
し

て
こ
ら
れ
た
り
、
近
江
八
幡
在
住
の
い
ろ
ん

な
お
年
寄
り
が
登
場
す
る
よ
う
な
映
画
に
し

て
い
こ
う
と
い
う
こ
と
で
、｢

結
い
魂｣

と

い
う
形
に
な
っ
た
ん
で
す
。
聞
い
て
お
か
な

け
れ
ば
消
え
て
し
ま
う
記
憶
や
知
恵
が
あ
る

は
ず
で
す
。
そ
こ
に
は
近
江
八
幡
や
日
本
人

の
共
通
す
る
美
意
識
や
価
値
観
が
見
え
て
く

る
だ
ろ
う
、
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま
し
た
。

最
初
は
「
遺
す
言
葉
」
と
い
う
漢
字
で
「
遺

言
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て
い
た
ん
で
す
が
、

映
画
に
登
場
し
て
い
た
だ
く
方
と
話
を
進
め

て
い
く
中
で
「
ま
だ
死
な
な
い
し
な
ぁ
、
遺

言
て
…
。」
っ
て
い
う
話
も
あ
っ
て
御
家
族

に
も
不
評
や
っ
た
の
で
、
ロ
ー
マ
字
で
「
Ｙ

Ｕ
Ｉ
Ｇ
Ｏ
Ｎ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
し
た
ん
で

す
。
映
画
が
で
き
て
タ
イ
ト
ル
を
考
え
る
時

に
、「
い
ろ
ん
な
人
が
登
場
し
な
が
ら
、
が

１
本
の
映
画
と
な
る
、
い
ろ
ん
な
人
た
ち
の

魂
が
結
ば
れ
る
」
と
い
う
こ
と
で
、『
結
い
魂
』

と
い
う
漢
字
の
タ
イ
ト
ル
に
な
り
ま
し
た
。

人
生
の
こ
と
に
つ
い
て

聞
く
、
語
る
こ
と

五
島　

レ
ッ
ド
カ
ー
ペ
ッ
ト
っ
て
、
カ
ン
ヌ

映
画
祭
と
か
で
敷
か
れ
る
イ
メ
ー
ジ
が
一
般

的
に
は
あ
り
ま
す
が
、
長
い
人
生
を
歩
い
て

き
た
人
に
こ
そ
レ
ッ
ド
カ
ー
ペ
ッ
ト
な
ん
で

す
。
特
別
に
練
習
を
積
ん
で
そ
こ
で
何
か
を

発
表
し
て
も
ら
う
、
と
い
う
こ
と
で
は
な

い
ん
で
す
。
た
と
え
ば
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で

シ
ニ
ア
の
方
と
若
い
人
が
２
人
組
に
な
り
、

テ
ー
マ
が
学
校
の
帰
り
道
だ
と
し
て
、「
覚

え
て
る
こ
と
、
ど
ん
な
ん
あ
る
？
」
と
話
し

合
う
ん
で
す
。
覚
え
て
る
こ
と
は
シ
ニ
ア

の
方
ほ
ど
た
く
さ
ん
出
て
く
る
ん
で
す
よ

ね
。
そ
こ
で
突
然
、
ウ
ワ
ァ
と
よ
み
が
え
っ

て
き
て
止
ま
ら
な
く
な
っ
た
り
す
る
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
ん
で
す
け
ど
。
そ
し
て
最
後
に

20
分
ほ
ど
の
発
表
を
、
１
組
あ
た
り
２
分
〜

３
分
と
短
い
ん
で
す
が
、
ど
ん
な
こ
と
を
帰

り
道
に
や
っ
た
か
と
い
う
の
を
、
例
え
ば
紙

に
ち
ょ
っ
と
メ
モ
し
た
の
を
お
互
い
に
読
む

だ
け
と
か
、
ど
ん
な
遊
び
を
し
た
か
を
実
際

に
や
っ
て
見
せ
て
、
最
後
に
ぐ
る
っ
と
回
っ

て
ポ
ー
ズ
を
取
り
ま
し
ょ
う
…
と
い
う
、
誰

で
も
出
来
る
よ
う
な
シ
ン
プ
ル
な
も
の
で

す
。
で
も
、
そ
の
瞬
間
に
、
そ
の
現
場
に
い

る
人
が
、
全
員
感
動
し
て
泣
い
て
る
、
み
た

い
な
こ
と
に
な
る
ん
で
す
ね
。
シ
ニ
ア
の
方

の
体
の
中
に
あ
る
宝
と
い
う
か
、
自
分
が
宝

を
持
っ
て
い
る
と
い
う
ふ
う
に
自
覚
し
て
る

人
は
な
か
な
か
い
な
い
。｢

自
分
は
時
代
遅

れ
だ｣

｢

パ
ソ
コ
ン
と
か
も
触
れ
な
い｣

と

若
い
人
に
引
け
目
を
感
じ
た
り
し
て
い
る
人

も
多
い
と
思
う
ん
で
す
が
、
こ
の
レ
ッ
ド

カ
ー
ペ
ッ
ト
と
い
う
「
し
つ
ら
え
」
に
立
っ

て
も
ら
っ
た
だ
け
で
、
い
ろ
ん
な
も
の
が
立

ち
上
が
っ
て
く
る
ん
で
す
よ
。
そ
れ
は
ど
ん

な
人
で
も
で
す
。
寝
た
き
り
の
よ
う
な
人
で

も
、
身
体
に
蓄
積
さ
れ
て
い
ま
す
。
レ
ッ
ド

カ
ー
ペ
ッ
ト
の
上
に
乗
っ
て
い
た
だ
く
だ
け

で
、
い
っ
ぱ
い
伝
わ
っ
て
く
る
も
の
が
あ
り

ま
す
。
さ
っ
き
お
っ
し
ゃ
っ
て
た
み
た
い
に
、

特
に
表
現
の
練
習
を
し
た
、
演
劇
経
験
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、｢

ど
う
い
う
出

会
い
で
そ
こ
に
立
っ
て
も
ら
え
た
か｣

と
い

う
「
過
程
・
関
係
」
な
ん
で
す
よ
ね
。
こ
の

人
の
縁
で
、
な
ん
か
分
か
ら
ん
け
ど
ち
ょ
っ

と
来
て
み
た
、
ま
ず
会
っ
て
み
ま
し
ょ
う
み
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た
い
な
。
普
段
し
が
ら
み
が
あ
っ
た
り
、
こ

ん
な
こ
と
し
た
ら
カ
ッ
コ
悪
い
ん
ち
ゃ
う

か
、
派
手
な
こ
と
し
た
ら
ア
カ
ン
の
ち
ゃ
う

か
、
と
か
い
ろ
い
ろ
あ
る
と
思
う
ん
で
す
が
、

日
常
と
違
う
場
で
、
映
画
の
人
と
か
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
と
出
会
う
と
、
そ
の
人
が
普
段
は

隠
し
て
る
と
い
う
か
、
眠
っ
て
る
よ
う
な
も

の
が
、
出
会
い
に
よ
っ
て
フ
ッ
と
出
て
く
る

ん
で
す
ね
。
本
人
は
そ
れ
が
良
い
か
ど
う

か
？
と
か
、
な
ん
と
も
思
っ
て
な
い
か
も
し

れ
な
い
ん
で
す
が
、
そ
れ
を
展
開
し
て
い
っ

て
、
例
え
ば
映
画
の
中
で
な
ら
、
３
話
目
の

社
交
ダ
ン
ス
の
女
性
が
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
に

出
ら
れ
ま
し
た
が
、
最
初
か
ら
出
る
こ
と
に

は
な
っ
て
な
い
で
す
よ
ね
？
あ
と
、
６
話
目

の
中
国
に
行
く
の
も
最
初
か
ら
行
く
こ
と
に

は
な
っ
て
な
い
で
す
よ
ね
？

長
岡　

映
画
『
結
い
魂
』
の
場
合
は
、ス
タ
ッ

フ
の
み
ん
な
で
、
あ
の
人
面
白
そ
う
、
素
敵

や
な
と
か
自
分
た
ち
の
心
に
何
か
引
っ
か
か

り
が
あ
っ
た
人
に
お
会
い
し
て
、
そ
の
方
の

人
生
や
思
い
を
聞
い
て
み
る
ん
で
す
。
映
画

の
最
後
の
６
話
目
に
登
場
さ
れ
た
冨
田
さ
ん

と
い
う
女
性
で
す
と
、
出
会
っ
た
頃
は
88
か

89
歳
ぐ
ら
い
や
っ
た
と
思
う
ん
で
す
が
、
戦

争
の
と
き
に
長
女
を
戦
地
の
満
州
で
亡
く
さ

れ
て
、
六
十
何
年
も
ず
っ
と
引
き
ず
っ
て
ま

す
、
こ
の
気
持
ち
は
墓
場
ま
で
持
っ
て
い
き

ま
す
、
と
言
う
て
は
っ
た
ん
で
す
ね
。
こ
れ

は
映
画
に
出
て
、
思
い
の
た
け
を
語
っ
て
も

ら
お
う
、
と
私
た
ち
は
考
え
て
、
じ
ゃ
あ
中

国
行
き
ま
し
ょ
う
と
。
出
演
し
て
く
れ
る
人

た
ち
が
持
つ
「
あ
る
思
い
」
を
私
た
ち
は
ど

う
い
う
ふ
う
に
映
画
と
し
て
作
っ
て
い
く
か

と
考
え
る
と
き
に
、
例
え
ば
普
通
や
っ
た
ら

家
で
「
そ
の
人
は
昔
あ
あ
だ
っ
た
よ
、
こ

う
だ
っ
た
よ
」
と
い
う
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を

聞
い
て
終
わ
る
と
い
う
方
法
も
あ
る
ん
で
す

が
、
そ
う
で
は
な
く
、
こ
の
映
画
で
は
、
実

際
に
そ
の
思
い
を
実
現
し
て
も
ら
う
、
動

い
て
も
ら
う
と
い
う
方
法
を
取
っ
て
い
る
ん

で
す
ね
。
だ
か
ら
、
中
国
へ
行
き
ま
し
ょ
う

と
言
っ
た
ん
で
す
が
、
家
族
の
方
が
「
90
歳

の
お
ば
あ
さ
ん
を
中
国
に
連
れ
て
っ
て
ど
う

す
ん
の
、
も
し
死
ん
だ
ら
ど
う
す
ん
の
」
と

怒
っ
て
反
対
さ
れ
た
ん
で
す（
笑
）。
だ
け
ど
、

冨
田
さ
ん
が｢

私
、
行
き
た
い｣

と
。
家
族

の
心
配
す
る
気
持
ち
も
分
か
り
ま
す
し
、
ど

う
し
よ
う
？
と
考
え
る
時
間
が
あ
り
ま
し

た
。
結
局
、
家
族
の
方
が
「
だ
っ
た
ら
私
ら

も
つ
い
て
行
く
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
冨

田
さ
ん
、
冨
田
さ
ん
の
次
女
、
３
女
の
娘
さ

ん
（
冨
田
さ
ん
の
孫
）、
３
世
代
、
女
性
３

人
で
中
国
へ
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

仕
掛
け
、
舞
台

長
岡　

五
島
さ
ん
の｢

レ
ッ
ド
カ
ー
ペ
ッ
ト

の
上
に
乗
っ
た
ら
、
い
ろ
い
ろ
出
て
く
る
ん

で
す
よ｣

と
い
う
話
も
あ
り
ま
し
た
が
、
映

画
の
場
合
は
ま
ず
そ
の
場
を
、
非
日
常
の

場
所
を
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
す
る
「
仕
掛
け
」
が

レ
ッ
ド
カ
ー
ペ
ッ
ト
と
同
じ
だ
と
思
う
ん
で

す
。
映
画
の
４
話
目
の｢

オ
ヤ
ジ
の
料
理
教

室｣

も
ま
さ
に
共
通
し
て
ま
す
よ
ね
。
レ
ッ

ド
カ
ー
ペ
ッ
ト
を
ひ
い
て
、
お
や
じ
さ
ん
た

ち
が
、
１
人
ず
つ
遺
言
を
言
う
の
も
１
つ
の

仕
掛
け
で
す
。
最
後
、６
話
目
の
中
国
へ
行
っ

た
冨
田
さ
ん
も
、
レ
ッ
ド
カ
ー
ペ
ッ
ト
で
は

な
く
て
「
中
国
と
い
う
舞
台
」
に
入
り
込
む
、

行
っ
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
自
体
を
、
映
画
と

し
て
一
緒
に
作
っ
て
い
き
、
冨
田
さ
ん
の
気
持

ち
が
溢
れ
出
る
と
こ
ろ
を
私
た
ち
は
カ
メ
ラ
で

受
け
止
め
て
い
く
、
そ
れ
が
皆
さ
ん
に
見
て
い

た
だ
い
た
映
画
と
い
う
形
に
な
っ
て
る
ん
で
す

ね
。
本
当
に
溢
れ
出
て
き
ま
し
た
よ
ね
、
冨
田

さ
ん
。
私
、
現
地
で｢

冨
田
さ
ん
大
丈
夫
で
す

か｣

と
心
配
し
て
た
ん
で
す
が
、
冨
田
さ
ん
が

一
番
元
気
で
ご
飯
い
っ
ぱ
い
食
べ
て
は
っ
て
、

26
歳
の
お
孫
さ
ん
が
「
お
な
か
痛
い
」、
み
ん

な
に｢

大
丈
夫
か
？
は
よ
寝
と
き｣

と
か
言
わ

れ
て
て(

笑)

。
昔
の
人
は
強
い
で
す
ね
。
冨
田

さ
ん
は
中
国
に
来
て
い
る
こ
と
が
凄
く
う
れ
し

い
か
ら
、
ど
ん
ど
ん
元
気
に
な
っ
て
い
か
は
る

ん
で
す
。
一
番
元
気
で
し
た
。「
病
は
気
か
ら
」

じ
ゃ
な
い
け
ど
、｢

気｣

と
い
う
の
は
す
ご
い

な
と
思
い
ま
し
た
。
帰
っ
て
き
て
か
ら
も
、
血

圧
が
高
め
で
薬
飲
ん
だ
は
っ
た
ん
で
す
が
、
お

医
者
さ
ん
か
ら｢

も
う
血
圧
の
薬
要
ら
ん
よ｣

と
い
う
話
に
も
な
っ
て
（
笑
）。
こ
れ
は
医
療

効
果
も
あ
る
の
か
な
、
福
祉
業
界
に
言
わ
な
あ

か
ん
な
と
思
い
ま
し
た
ね
。

一
同 

（
笑
）

長
岡　

映
画
を
３
年
半
か
け
て
作
っ
て
、
近
江

八
幡
の
１
０
０
０
人
が
入
る
大
ホ
ー
ル
で
上
映

し
た
ん
で
す
が
、
冨
田
さ
ん
が
１
人
で
３
０
０

人
ぐ
ら
い
人
を
集
め
ら
れ
た
ん
で
す
。
も
と
も

と
小
学
校
の
先
生
だ
っ
た
の
で
、
い
ろ
い
ろ
つ

な
が
り
は
持
っ
て
は
る
ん
で
す
け
ど
。
冨
田
さ

ん
は
「
中
国
で
亡
く
な
っ
た
長
女
は
戸
籍
に
も

載
っ
て
な
い
し
、
自
分
が
伝
え
な
い
と
そ
の
存

在
自
体
が
消
え
て
し
ま
う
」
と
考
え
ら
れ
て
て
、

こ
の
映
画
に
出
演
す
る
強
い
思
い
を
、
こ
の
映
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画
を
多
く
の
人
に
ぜ
ひ
見
て
も
ら
い
た
い
と

い
う
強
い
思
い
を
、
一
番
持
っ
て
お
ら
れ
ま

し
た
。
そ
ん
な
こ
と
も
あ
っ
て
、
映
画
の
一

番
最
後
の
登
場
に
な
っ
た
ん
で
す
。
昔
の
教

え
子
や
い
ろ
ん
な
人
に
電
話
し
て
、
１
人
で

３
０
０
人
の
方
を
集
め
、
た
く
さ
ん
の
方
に

見
て
い
た
だ
け
た
こ
と
を
す
ご
く
喜
ば
れ
て

お
ら
れ
ま
し
た
。「
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
、
お
仏
壇
の
お
じ
い
さ
ん
と
亡
く

な
っ
た
娘
に
報
告
し
ま
す
。」
と
感
謝
の
言

葉
を
貰
い
ま
し
た
。
上
映
が
終
わ
り
、「
こ

れ
か
ら
一
緒
に
映
画
上
映
を
や
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
ね
」
と
言
う
て
た
ん
で
す
が
、
１
カ

月
後
に
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
御
家
族
の
方

は
中
国
へ
行
く
こ
と
を
最
初
は
反
対
さ
れ
て

た
と
言
い
ま
し
た
よ
ね
。
私
ら
、
お
通
夜
へ

行
っ
た
ん
で
す
が
、｢

花
舞
台
に
立
た
せ
て

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す｣

と

言
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
は
映
画
を
作

る
こ
と
を
通
し
て
、
冨
田
さ
ん
の
思
い
が
遂

げ
ら
れ
た
か
ら
こ
そ
、
周
囲
も
変
化
し
て
い

く
と
い
う
こ
と
を
体
験
し
ま
し
た
。
映
画
は

い
ろ
ん
な
出
会
い
が
あ
る
中
で
、
い
ろ
ん
な

作
り
方
が
あ
る
の
で
、
毎
回
そ
ん
な
体
験
が

出
来
る
も
の
で
も
な
い
ん
で
す
が
、
こ
の
映

画
で
は
そ
う
い
う
体
験
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。

会
場
の
感
想

参
加
者
女
性
Ａ 

私
も
介
護
職
を
昨
年

ま
で
し
て
ま
し
た
の
で
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
お
話
を
聞
く
の
が
す
ご
く

好
き
で
し
た
。
今
回
、
映
画
の
中
で
、
皆
さ

ん
が
一
人
ず
つ
遺
言
を
言
っ
て
い
か
れ
る
、

男
性
の
料
理
教
室
の
場
面
で
初
め
て
涙
が
出

て
き
た
ん
で
す
。
私
は
ま
だ
若
い
で
す
が
、

遺
言
を
残
す
こ
と
に
な
っ
た
ら
、
ど
う
し
て

も｢

何
と
な
く
私
自
身
の
こ
と
を
残
し
た
い

｣

と
い
う
か
、
そ
ん
な
言
葉
し
か
自
分
の
頭

に
出
て
こ
な
く
て
、
例
え
ば
私
を
忘
れ
な
い

で
ほ
し
い
と
か
出
て
く
る
ん
で
す
が
、
皆
さ

ん
は
誰
か
の
こ
と
を
思
っ
て
言
葉
を
残
さ

れ
て
い
た
の
が
す
ご
く
印
象
に
残
っ
て
い
ま

す
。

参
加
者
男
性
Ｂ 

簡
単
な
こ
と
な
ん
で

す
け
ど
も
、
映
画
の
第
１
話
、
第
２
話
、
第

３
話
の
順
番
、
そ
れ
は
ど
う
や
っ
て
決
め
ら

れ
た
ん
で
す
か
。
こ
う
で
な
く
ち
ゃ
だ
め
だ

と
い
う
理
由
か
何
か
あ
る
ん
で
し
ょ
う
か
。

長
岡　

い
ろ
ん
な
方
を
並
行
し
て
撮
っ
て
る

の
で
、
そ
の
と
き
は
順
番
を
考
え
て
は
な
い

ん
で
す
。
映
画
は
６
つ
の
お
話
が
あ
り
ま
す
。

作
り
方
と
し
て
、
ま
ず
近
江
八
幡
で
70
歳
以

上
の
方
、
あ
な
た
の
遺
言
、
思
い
を
映
画
に

し
ま
せ
ん
か
と
い
う
の
を
新
聞
で
募
集
し
た

ん
で
す
が
、
集
ま
ら
な
か
っ
た
。
五
島
さ
ん

も
言
っ
た
は
り
ま
す
よ
ね
。
集
ま
ら
な
か
っ

た
ん
で
す
よ
（
笑
）。
唯
一
、
応
募
し
て
来

ら
れ
た
人
が
ダ
ン
ス
を
踊
ら
れ
て
い
た
第
３

話
の
奥
川
さ
ん
と
い
う
方
で
、｢

私
の
人
生

で
よ
け
れ
ば
何
か
映
画
に
貢
献
さ
せ
て
く
だ

さ
い｣

と
い
う
こ
と
で
御
連
絡
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
あ
と
は
、
自
分
た
ち
の
足
で
探
し

て
、
い
ろ
ん
な
出
会
い
を
通
じ
て
、｢

あ
あ

魅
力
的
な
人
だ
な｣

｢

あ
あ
こ
の
人
映
画
に

し
た
ら
面
白
い
な｣

と
思
っ
た
方
に
、「
映

画
に
出
ま
せ
ん
か
、
撮
っ
て
も
い
い
で
す
か
」

と
聞
く
、｢

Ｏ
Ｋ
で
す
、
撮
っ
て
く
だ
さ
い｣

と
い
う
答
え
を
も
ら
う
こ
と
で
関
係
が
成
立

す
る
ん
で
す
。｢

映
画｣

と
い
う
形
に
残
る

の
は
奇
跡
的
に
残
っ
た
人
た
ち
で
す
。
映
画

に
な
ら
な
か
っ
た
人
た
ち
も
い
る
ん
で
す
。

ち
ょ
っ
と
撮
影
し
た
り
話
を
聞
い
た
り
し
て

も
、
御
家
族
の
方
が
「
も
う
半
分
ぼ
け
て
る

の
に
恥
ず
か
し
い
か
ら
映
画
に
出
た
ら
あ
か

ん
」
と
言
っ
た
り
、
本
人
は
別
に
い
い
ん
だ

け
ど｢

息
子
が
あ
あ
い
う
か
ら
や
っ
ぱ
り
止

め
と
き
ま
す｣

み
た
い
な
感
じ
で
お
断
り
さ

れ
る
（
笑
）。
映
画
づ
く
り
を
３
年
半
や
っ

て
ま
す
と
、
学
生
だ
っ
た
ス
タ
ッ
フ
が
卒
業

し
て
滋
賀
を
離
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
継

続
で
き
な
く
な
る
、
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
相
手
の
方
と
の
関
係
性
で
こ
の
映
画

づ
く
り
、
撮
影
と
い
う
こ
と
が
成
立
し
て
る

の
で
、
そ
の
関
係
性
が
無
く
な
る
と
難
し
く

な
り
ま
す
。
各
ス
タ
ッ
フ
が
６
話
そ
れ
ぞ
れ

の
担
当
に
な
り
、
主
人
公
の
方
々
と
話
を
し
、

思
い
を
聞
き
出
し
、
撮
影
、
編
集
と
い
う
工

程
に
な
り
ま
す
。
た
く
さ
ん
撮
っ
た
映
像
を

ど
う
物
語
と
し
て
作
っ
て
い
く
か
と
い
う
編

集
作
業
も
、
ス
タ
ッ
フ
み
ん
な
で
意
見
や
知

恵
を
出
し
合
い
「
こ
の
人
は
こ
う
や
ろ
ね
」

と
か
、
考
え
て
い
き
、
私
は
そ
の
全
体
進
行

で
す
。
一
応
、
監
督
み
た
い
に
な
っ
て
る
ん

で
す
が
、｢

み
ん
な
で
作
っ
た｣
映
画
で
す
。

御
質
問
い
た
だ
い
た
順
番
に
つ
い
て
で
す

が
、
編
集
の
と
き
に
そ
れ
ぞ
れ
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
ま
と
め
て
い
き
ま
す
と
、
や
っ
ぱ
り
こ

こ
が
い
い
、
と
い
う
よ
う
な
落
ち
着
き
ど
こ
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ろ
が
決
ま
っ
て
く
る
ん
で
す
。
八
幡
堀
の
四

季
が
す
ご
く
き
れ
い
で
、
近
江
八
幡
を
紹
介

す
る
に
は
白
井
さ
ん
は
１
話
目
に
あ
る
と
い

い
か
な
、
戦
争
の
話
で
重
た
い
感
じ
も
あ
る

し
冨
田
さ
ん
は
最
後
の
６
話
目
が
い
い
か
な

と
か
。
み
ん
な
で
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
決
め

て
い
っ
た
と
い
う
感
じ
で
す
。

参
加
者
女
性 

Ｃ 

こ
ん
に
ち
は
。
私
、

新
聞
の
折
り
込
み
で
知
り
ま
し
た
。
体
調
が

悪
く
、
手
術
を
し
な
い
と
い
け
な
い
ん
で
す

が
、
そ
ん
な
と
き
に
チ
ラ
シ
を
見
ま
し
て
、

｢

遺
言
と
な
る
と
ど
う
い
う
ふ
う
な
こ
と
を

娘
た
ち
に
残
し
た
ら
い
い
の
か
な｣

と
思
っ

た
の
と
、
６
話
の
冨
田
さ
ん
の
満
州
の
こ
と

が
チ
ラ
シ
に
書
か
れ
て
て
。
私
は
満
州
で
生

ま
れ
、
５
歳
の
と
き
に
引
き
揚
げ
て
き
た
ん

で
す
。
今
日
の
映
画
に
誘
っ
た
姉
が
、
青
春

時
代
、
満
州
の
思
い
出
が
す
ご
く
あ
っ
て
、

こ
の
姉
が
い
て
く
れ
た
か
ら
私
も
残
留
孤
児

に
な
ら
ず
に
連
れ
て
帰
っ
て
も
ら
っ
た
、
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
す
ご
く
興
味
深
か
っ
た

の
と
、
ど
う
し
て
も
姉
を
誘
い
た
か
っ
た
の

で
、
今
回
、
姉
と
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ち
ょ
っ
と
姉
に
も
一
言
言
っ
て
も
ら

い
ま
す
ね
（
笑
）。

参
加
者
女
性
Ｄ 

ち
ょ
っ
と
足
が
悪
い

の
で
、
失
礼
で
す
け
ど
座
っ
て
お
話
さ
せ
て

も
ら
い
ま
す
。
今
、
妹
か
ら
紹
介
が
あ
り
ま

し
た
け
れ
ど
も
、
私
も
実
は
こ
れ
新
聞
の
チ

ラ
シ
で
見
て
、
よ
せ
て
も
ら
い
た
い
な
と

思
っ
て
机
の
上
に
ず
っ
と
置
い
て
た
ん
で

す
。
そ
し
た
ら
妹
か
ら
誘
い
が
あ
り
ま
し
た

の
で
、
そ
い
じ
ゃ
２
人
で
一
緒
に
行
こ
う
か

い
う
こ
と
で
、
今
日
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
今
も
妹
が
話
し
ま
し
た
よ
う
に
、

私
は
一
番
最
後
の
冨
田
さ
ん
の
気
持
ち
が
、

本
当
に
切
実
に
自
分
の
身
に
降
り
か
か
っ
て

き
た
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
し
、
こ
れ
か
ら
の

日
本
の
行
く
末
の
こ
と
、
え
ら
い
大
そ
れ
た

言
い
方
で
す
が
、
や
っ
ぱ
り
戦
争
と
い
う
も

の
は
、
た
と
え
相
手
が
ど
こ
の
国
で
あ
れ
、

決
し
て
し
て
い
い
も
の
で
は
な
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。
た
く
さ
ん
の
犠
牲
者
が
出
ま
す
。

戦
っ
て
い
る
人
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
残
さ

れ
た
人
た
ち
に
も
多
大
な
惨
事
が
起
こ
り
ま

す
。
私
の
遺
言
は
、
も
ち
ろ
ん
身
内
の
健
康

と
幸
せ
を
願
う
と
と
も
に
、
や
っ
ぱ
り
絶
対

に
戦
争
の
な
い
日
本
に
し
て
ほ
し
い
と
、
た

だ
そ
れ
だ
け
を
祈
っ
て
お
り
ま
す
。
大
変
失

礼
い
た
し
ま
し
た
。

一
同　
（
拍
手
）

長
岡　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
こ

で
遺
言
を
言
っ
て
い
た
だ
け
る
と
は
。

五
島　

最
後
に
す
ば
ら
し
い
こ
と
を
言
っ
て

い
た
だ
け
ま
し
た
ね
。

長
岡　

３
年
ほ
ど
前
、
東
近
江
に
平
和
祈
念

館
が
出
来
ま
し
た
。
６
話
の
冨
田
さ
ん
を
一

緒
に
撮
っ
て
い
た
ス
タ
ッ
フ
の
人
が
今
、
そ

こ
で
戦
争
体
験
を
さ
れ
て
お
ら
れ
る
方
々
の

話
の
聞
き
取
り
を
し
て
、
映
像
に
残
し
て
い

く
活
動
を
さ
れ
て
る
の
で
、
ま
た
ぜ
ひ
残
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
足
が
お
悪

い
よ
う
で
し
た
ら
出
張
で
伺
う
と
い
う
こ
と

も
で
き
ま
す
の
で
、
特
異
な
体
験
の
話
を
ぜ

ひ
残
し
て
く
だ
さ
い
。

一
同　
（
拍
手
）

言
葉
以
外
の
、

体
か
ら
も
伝
わ
っ
て
く
る
も
の
。

残
す
と
い
う
こ
と

五
島　

今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
最
後
に
お
っ
し
ゃ
っ
た
こ
と
も
、
私
も

す
ご
く
思
っ
て
い
る
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
こ

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト(

※
６)

に
、
人
生
の
ア
ル

バ
ム
本
と
い
う
の
を
作
る
企
画
や
、
思
い
出

の
品
物
を
持
っ
て
き
て
い
ろ
い
ろ
聞
き
合
う

会
が
あ
る
ん
で
す
が
、
若
い
人
が
な
か
な
か

お
年
寄
り
の
お
話
を
聞
く
、
そ
の
機
会
っ
て

い
う
の
が
本
当
に
な
い
ん
だ
ろ
う
な
と
思
っ

て
る
ん
で
す
ね
。
だ
か
ら
そ
れ
は
積
極
的

に
、
お
話
を
聴
く
こ
と
が
す
ご
く
大
事
だ
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。
先
ほ
ど
、
会
場
か
ら
の
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感
想
で
男
性
の
料
理
道
場
の
方
の
お
話
が
す

ご
く
感
動
し
た
と
い
う
ふ
う
に
言
わ
れ
た
と

思
う
ん
で
す
が
、｢

見
る
人
が
ど
ん
な
こ
と

を
普
段
感
じ
て
る
か｣

と
い
う
こ
と
に
よ
っ

て
、
こ
の
映
画
の
６
つ
の
中
で
ど
れ
が
一
番

印
象
に
残
っ
た
か
、
気
に
な
っ
た
か
と
い
う

の
は
、
人
に
よ
っ
て
す
ご
く
違
う
だ
ろ
う
な

と
思
う
ん
で
す
。
た
だ
、
言
葉
で
こ
う
で
こ

う
で
こ
う
で
っ
て
い
う
ふ
う
に
言
わ
な
い
け

れ
ど
も
、
そ
の
人
が
普
段
、
体
で
行
っ
て
い

る
こ
と
と
い
う
か
振
る
舞
い
と
い
う
か
、
ど

う
い
う
こ
と
を
さ
れ
て
る
か
っ
て
い
う
こ
と

が
、
も
う
遺
言
と
し
て
受
け
取
れ
る
こ
と
も

あ
る
な
あ
、
と
思
う
ん
で
す
ね
。

長
岡 

言
葉
以
外
の
、
体
か
ら
も
伝
わ
っ

て
く
る
も
の
が
。

五
島 

そ
う
で
す
。
逆
に
言
葉
で
い
く
ら

何
か
言
わ
れ
て
も
「
へ
ぇ
」
み
た
い
な
人
が

（
笑
）、
あ
ん
た
の
言
う
の
は
信
用
で
き
ひ
ん

み
た
い
な
（
笑
）
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
な

い
。
ど
ち
ら
に
し
て
も
相
手
、
特
に
シ
ニ
ア

の
方
か
ら
聴
く
と
い
う
、
そ
う
い
う
感
覚
を

次
世
代
で
あ
る
私
た
ち
が
持
つ
、
私
も
す
ぐ
、

ほ
と
ん
ど
シ
ニ
ア
に
突
っ
込
み
か
け
て
ま
す

け
ど
（
笑
）
そ
れ
が
す
ご
く
大
事
だ
な
と
い

う
ふ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
。

長
岡 

先
ほ
ど
の
会
場
か
ら
の
お
話
に

も
あ
り
ま
し
た
け
ど
、｢

じ
ゃ
あ
残
す
っ
て

い
っ
た
ら
何
を
残
す
の
か
な｣

っ
て
考
え
ま

す
よ
ね
。
実
は
私
の
母
親
が
つ
い
最
近
が
ん

に
な
っ
て
、
じ
ゃ
あ
母
親
の
こ
と
を
残
さ
ん

と
っ
て
急
に
思
っ
た
ん
で
す
ね
。
今
ま
で
は

母
の
存
在
を
当
た
り
前
の
よ
う
に
思
っ
て
た

ん
で
す
け
れ
ど
も
、
今
ま
で
他
人
ば
か
り
撮

影
し
て
た
の
で
、
今
度
は
自
分
の
家
族
の
こ

と
を
撮
り
始
め
て
い
ま
す
。
で
も
、
じ
ゃ
あ

何
を
残
し
た
い
の
か
な
っ
て
い
う
の
は
、
試

行
錯
誤
中
で
す
。
一
緒
に
住
ん
で
い
た
り
、

家
族
と
い
う
つ
な
が
り
が
あ
っ
て
も
意
外
と

普
段
し
ゃ
べ
ら
な
い
も
ん
で
す
よ
ね
、
あ
ん

ま
り
本
音
と
か
ね
。
何
と
な
く
日
常
で
は
、

一
緒
に
ご
飯
食
べ
て
や
り
過
ご
し
て
い
ま
す

け
ど
も
、
本
当
に
ど
う
思
っ
て
る
と
か
、
ど

う
し
た
い
と
か
、
人
生
ど
う
と
か
と
い
う
話

は
な
か
な
か
し
な
い
で
す
よ
ね
。
大
切
な
人
、

身
近
な
人
の
人
生
を
知
り
た
い
、
と
い
う

思
い
が
沸
き
起
こ
っ
て
、
そ
れ
を
映
像
で
残

す
。
映
画
を
つ
く
る
と
い
う
こ
と
が
き
っ
か

け
と
な
り
、
話
を
す
る
場
が
生
ま
れ
る
。
そ

の
と
き
に
、
他
人
で
あ
れ
家
族
で
あ
れ
、
話

す
方
も
、
相
手
が
一
生
懸
命
聞
い
て
く
れ
る

と
一
生
懸
命
話
し
て
く
れ
ま
す
。
き
っ
か
け

が
で
き
る
こ
と
で
、｢

あ
あ
、
そ
ん
な
こ
と

思
っ
て
た
ん
や｣

と
、
そ
の
人
の
人
生
に
つ

い
て
初
め
て
深
く
知
る
触
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
ん
な
方
と
出
会
っ

て
い
く
中
で
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
関
わ
っ
て
、

そ
の
存
在
を
受
け
止
め
て
い
く
か
と
い
う
こ

と
を
、
映
画
を
作
り
な
が
ら
考
え
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
、
み
な
さ
ん
も
ぜ
ひ
大
切
な

人
に
寄
り
添
い
、
話
を
聞
い
て
み
て
く
だ
さ

い
。

２
０
１
５
年
２
月
14
日

　
大
津
市
民
会
館

（
お
わ
り
）

〈
注
釈
〉

※
１
長
岡
野
亜　

映
画
「
結
い
魂
」
監
督
・

お
う
み
映
像
ラ
ボ
代
表

※
２
五
島
智
子　

Dance 

＆ People

代
表

※
３
「
大
山
崎
と
わ
た
し
」　

文
化
庁
地
域

文
化
芸
術
振
興
プ
ラ
ン
事
業
・
催
し
に
つ

い
て
の
レ
ポ
ー
ト　

http://blog.canpan.
info/d_a_p/category_30/1

※
４
『
ほ
ん
が
ら
』　

近
江
八
幡
市
島
町
で

約
50
年
前
に
途
絶
え
た
「
ほ
ん
が
ら
松
明
」

が
復
活
し
て
い
く
様
子
を
と
ら
え
た
映
画
。

２
０
０
８
年
に
完
成
。
第
14
回
平
和
・
協

同
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
基
金
・
新
人
賞
な
ど

を
受
賞
。
近
江
八
幡
映
像
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

http://5620cinem
a.net　

　

※
５
ボ
ー
ダ
レ
ス
・
ア
ー
ト
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

Ｎ
Ｏ
―
Ｍ
Ａ　
　

２
０
０
４
年
６
月
、
滋
賀

県
近
江
八
幡
市
に
開
館
し
た
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
。

※
６
パ
ン
フ
レ
ッ
ト　
「
わ
た
し
の
道
」
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
行
『
シ
ニ
ア
世
代
の
大
切
な

今
に
贈
る
心
と
体
の
輝
き
プ
ロ
グ
ラ
ム
』

・
わ
た
し
の
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ブ
ロ
グ　

http://blog.canpan.info/
w
atashinom

ichi/



２
０
１
５
年
３
月
31
日
発
行

企
画
・
制
作
・
発
行

お
う
み
映
像
ラ
ボ

デ
ザ
イ
ン
／
大
原
歩

写
真
撮
影
／

金
東
薫　

、
大
藤
寛
子
、

藤
野
ひ
ろ
美
、
大
原
歩

お
問
い
合
わ
せ

om
ieizo_lab@

yahoo.co.jp

平
成
26
年
度
滋
賀
県「
美
の
滋
賀
」

地
域
づ
く
り
モ
デ
ル
事
業

vol.1

協　

力　
（
順
不
同
）

高
島
市
教
育
委
員
会
、

（
株
）
金
壽
堂
、
結
び
め
、

風
と
土
の
交
藝
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
、（
株
）
モ
ア
イ
、

福
田
屋
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、

針
畑
生
活
資
料
研
究
会
、

針
畑
活
性
化
組
合
、
冨
田
知
子
、

地
蔵
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、中
川
豊
一
、

山
本
晃
子
、
丸
谷
彰
、
西
川
明
夫
、

中
根
勇
雄
、
五
島
智
子

〔おうみ映像ラボの活動にご注目ください〕
Facebook ページ
www.facebook.com/omieizo.lab
Twitter ページ
https://twitter.com/omieizo_lab　
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